
広報みはる
スマートフォンへ
配信中！ （三春盆踊り：２〜３ページ）

今、　花ひらく小さな城下町　三春
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︱ 
夏
の
風
物
詩 

︱

三
春
盆
踊
り

　

夏
の
風
物
詩
「
三
春
盆
踊
り
」
が
８
月
15
、

16
日
の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
町
四
ツ
角
に
櫓
が
設
置
さ
れ
、
盆
踊
り

を
心
待
ち
に
し
て
い
た
た
く
さ
ん
の
方
々
が

訪
れ
ま
し
た
。
午
後
６
時
か
ら
の
子
ど
も
太

鼓
に
は
じ
ま
り
、
各
地
区
の
太
鼓
保
存
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
盆
太
鼓
に
合
わ
せ
て
、
踊
り

手
の
皆
さ
ん
は
盆
歌
を
歌
い
な
が
ら
踊
り
歩

き
、
踊
り
の
輪
が
二
重
・
三
重
に
例
年
以
上

に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

16
日
は
途
中
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

踊
り
の
輪
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
き
、
30

分
ほ
ど
で
雨
が
止
ん
だ
後
は
再
び
太
鼓
の
音

頭
に
合
わ
せ
て
大
き
な
踊
り
の
輪
が
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

☆ 

15
日
は
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

　
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
」
と
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ

　

ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
が
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ

　

ん
と
と
も
に
人
権
啓
発
活
動
を
、
16
日
は

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
マ

　

イ
ナ
ち
ゃ
ん
」
と
「
マ
イ
キ
ー
く
ん
」
が

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
Ｐ
Ｒ
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
行

　

い
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
八
幡
町
太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
盆
太
鼓
が
飾
り
ま
し
た
。
去
年
・
一
昨
年
と

二
年
連
続
で
お
天
気
に
恵
ま
れ
ず
、
今
年
こ
そ
は
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
三
度
目
の
正
直
と
な

り
２
日
間
と
も
外
で
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
二
十
一
回

盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
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今
年
も
「
絵
と
う
ろ
う
祭
り
と
三

春
の
お
よ
ば
れ
百
杯
宴
」
を
開
催
で

き
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
地
域
素

材
（
百
杯
宴
記
碑
）
を
活
用
し
た
ま

ち
興
し
を
目
的
と
し
て
、
平
成
20
年

（
戊
子
）
か
ら
「
干
支
と
お
よ
ば
れ
」

を
テ
ー
マ
に
始
め
ま
し
た
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
今

年
で
め
で
た
く
12
年
目
「
令
和
元

年
・
己
亥
」
の
開
催
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
地
域
の
皆

さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

当
初
は
桜
川
淵
の
碑
文
が
あ
る

一
角
で
始
め
ま
し
た
が
、
河
川
改
修

に
伴
い
磐
州
通
り
に
移
動
し
て
、
延

長
約
３
０
０
ｍ
に
渡
り
三
春
町
内

全
小
学
校
、
そ
し
て
町
内
有
志
に
よ

り
絵
付
け
し
た
絵
と
う
ろ
う
を
並

べ
て
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
東
日
本
大
震
災
・

東
電
原
発
事
故
を
始
め
、
日
本
各
地

で
幾
多
の
天
災
・
人
災
な
ど
、
私
ど

も
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
は
大
き

く
揺
ら
ぐ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
三
春
の
お
よ
ば
れ
研
究
会
に
よ

る
「
絵
と
う
ろ
う
祭
り
と
三
春
の
お

よ
ば
れ
百
杯
宴
」
は
こ
れ
で
終
了
と

な
り
ま
す
が
、「
皆
さ
ん
の
励
ま
し

と
、
地
域
の
絆
の
ち
か
ら
」
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
た
12
年
間
で
あ
り

絵
と
う
ろ
う
祭
り
と

  

三
春
の
お
よ
ば
れ
百
杯
宴

12
年
の
お
付
き
合
い
に

感
謝

ま
し
た
。

　

願
わ
く
は
、
今
後
に
若
い
世
代
の

方
々
か
ら
、
何
ら
か
の
地
域
お
こ
し

活
動
の
盛
り
上
が
り
が
興
ら
ん
こ

と
を
願
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
８
月
吉
日

　

三
春
の
お
よ
ば
れ
研
究
会
一
同

　

絵
と
う
ろ
う
は
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
イ

ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
、
三
春
町
内
全
小
学

校
、
要
田
小
学
校
、
葛
尾
小
学
校
・
富

岡
小
学
校
（
三
春
校
）
の
児
童
、
三
春

町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
も
の
で
す
。

多
く
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
石
橋
ハ
マ
プ
ラ
ス（
株
）、稲
澤
好
章
様
、

（
有
）
小
野
寺
斧
六
商
店
、（
株
）
菊
川
屋
、

佐
藤
酒
造
（
株
）、（
株
）
三
條
鉄
工
場
、

（
株
）
タ
ツ
ミ
電
工
、
和
み
の
里
、
割
烹

八
文
字
屋
、
福
浜
大
一
建
設
（
株
）、
本

田
電
設
（
株
）、
三
春
工
業
（
株
）、（
有
）

三
春
設
計
舎
、（
有
）
若
松
屋
旅
館
」、

ま
た
「
百
杯
宴
」
を
粋
に
感
じ
て
、
毎

年
手
作
り
さ
れ
た
陶
器
の
盃
に
か
え
る

の
絵
付
け
を
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
渡
辺
弥
七
氏
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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広報みはる
令和元年９月号

あなたの１票が、三春の明るい未来をつくります。有権者の皆さんの大切な１票です。
棄権しないで投票しましょう。

〈 投票について 〉
▶ 投票の方法
　投票日には、入場券に書かれている投票所（町内 17 投票所）で投票をしてください。投票に出かけるときには、
入場券をお持ちください。万が一入場券を紛失してしまった方は、その旨を投票所で申し出て本人であることが確
認できれば投票することができます。
　また、８月以降に町内で転居された方は、旧住所地の投票所で投票していただきます。
▷ 時間　午前７時～午後８時
▷ 場所　入場券に記載されている投票所

▶ 投票できる方
　平成 13 年９月９日までに生まれた方で、令和元年６月２日以前から三春町に住民登録をしている方になります。
該当する方には、入場券が届きます。

▼ 投票所　町内に 17 か所あります。ご自分の投票する投票所を確認してお出かけください。

三春町長選挙／三春町議会議員一般選挙
９月８日（日）投票　９月３日（火）告示

問い合わせ先　三春町選挙管理委員会事務局（総務課庶務グループ内）　☎ 62-2111

10
11
12
13
14
15
16
17

投　　票　　所 投　　票　　所
三春町役場
八幡町公民館
三春町民第２体育館
八島台集会所
中郷地区交流館
貝山集会所
狐田集会所
蛇石集会所
旧要田中学校交流施設（体育館）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

投票区 投票区
北成田公会堂
沢石会館
御木沢地区公民館
駅前集会所
鷹巣公民館
斎藤地区集会所
岩江小学校体育館
下舞木南部集会所

▶ 期日前投票・不在者投票 ９月４日（水）～７日（土）
　投票日に、レジャーや旅行などの私用や、仕事の都合などで投票に行けない方は、期日前投票ができます。
　なお、投票所入場券の裏面が期日前投票宣誓書として利用できますので、あらかじめ記入してからお越しいただ
くと、受付が早く済みます。
▷ 役場３階会議室　　　   午前８時 30 分～午後８時
▷ 岩江センター 　　　　  午前８時 30 分～午後５時（７日のみ）
▷ 田村高等学校同窓会館   午後３時～６時（５日のみ）

▶ 病院などでも不在者投票ができます
　県選挙管理委員会で指定した病院や老人ホームなどに入院・入所している方は、施設の長に投票したい旨を申し
出ると、その場所で不在者投票ができます。お早めに各施設へお問い合わせください。

〈 開票について 〉
▷ 開票日時　９月８日（日）　午後９時
▷ 開票場所　三春町民体育館（三春町大字貝山字泉沢 100 番地）

※ 選挙公報については、宛名記載を省略した配達地域指定郵便物で、９月７日（土）までに町内各戸へお届けす
　る予定です。
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広報みはる
令和元年９月号

役場等公共施設に車でお越しの皆さんへ
駐車場所が変更となりました

　役場庁舎新築工事の開始に伴い、８月 22 日から一部の駐車場の利用ができなくなりました。役場へ車でお越しの
方は、役場庁舎前駐車場および三春小学校下（公民館跡地）駐車場のほか、役場裏駐車場をご利用ください。
　また、役場周辺では通り抜けのできない道路も発生しますので、ご協力をお願いします。（歴史民俗資料館へお越
しの方も、迂回が必要になりますのでご注意ください。）
　工事期間が長期にわたり、ご不便・ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

▶ 期間
　 ８月 22 日（木）～令和２年 12 月 27 日（※新築工事の終期予定）

▶ 利用ができなくなる駐車場
▷ さわやかトイレ東側部分
▷ 役場東側駐車場（福祉会館前）

▶ 来庁者・公共施設駐車場
▷ 役場庁舎前駐車場
▷ 三春小学校下（公民館跡地）駐車場
▷ 役場裏駐車場

▼ 役場庁舎周辺図

歴史民俗資料館へ

問い合わせ先　財務課　公共施設整備班　☎ 62-2132　FAX 61-1110
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〈 保育料の無償化 〉
　10月１日より保育料の無償化が始まります。対象となるのは３歳児以上の児童の保育料です。
　なお、町民税非課税世帯の３歳未満のお子さんも対象となります。

〈 ３歳以上の給食費 〉
○ 給食費については、無償化後も保護者負担であることに変わりありません。
・給食費とは、「主食費（ごはん代）」と「副食費（おかず代）」です。
・岩江幼稚園や中郷幼稚園、北保育所では、給食費を実費徴収しており、無償化後も変わりありません。
・第１、第２保育所では、主食分（ごはんやパン）は現物持参し、副食費は保育料に含めて保護者に負担いただい
　ています。無償化後は保育料としてではなく、副食費として実費徴収します。
・３歳未満の方の給食費は、これまでどおり保育料に含まれているため、無償化後も変わりありません。

○ 次の方々は副食費が免除となります。
・生活保護世帯、町民税非課税世帯、年収 360 万円未満相当の世帯
・第３子以降のお子さん

○ 給食費負担のイメージ

幼児教育・保育の無償化について

問い合わせ先　子育て支援課　保育グループ　☎ 62-0055　FAX 62-3232

これまで

保育料

実　費

実　費

副食費

主食費

保護者
負　担

幼稚園

保育料

実　費

保育所３歳児以上

無償化

実　費

実　費
幼稚園

保育所３歳児以上

保護者負担
｝免除

無償化後

沢石防犯剣道スポーツ少年団紹介
　沢石防犯剣道スポーツ少年団は、「礼儀正しく」「感謝の気持ちを大
切に」をモットーに、稽古のはじめと終わりには、一番低学年の団員
を先導に、「おはようございます・ありがとうございます・失礼します・
すみません・いただきます・ごちそうさまでした」をみんなで唱和し
ます。剣道は姿勢も良くなり、基本をしっかり身につけると、とても
楽しい競技です。
　現在は指導者４人、団員は 20 人で、それぞれのレベルで指導して
います。やる気のある人、いつでも大歓迎です。
▶ 稽古日時　毎週水曜日・金曜日　午後７時～
▶ 稽古場所　旧沢石小学校体育館
▶ 問　沢石防犯剣道スポーツ少年団団長 渡辺悟　☎ 090-5355-0395 沢石防犯剣道スポーツ少年団の皆さん

広報みはる
令和元年９月号
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　町では、平成 14 年に現行タイプの指定ごみ袋になってからこれまでの間、製造原価の高騰や平成 26 年の消費
税増税の際も、ごみ袋料金に含まれる町のごみ処理手数料を下げることで、販売価格を据え置いてきました。
　しかし、昨今の製造原価の高騰や 10 月に予定されている消費税の引上げにあたって、販売価格を据え置くこと
が難しいため、10 月から指定ごみ袋の販売価格を改定します。ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。
※ 10 月１日以降、現行の在庫がなくなり次第、袋１巻あたりの枚数が 20 枚から 18 枚、10 枚から９枚に変更し
　たものを販売します。１巻あたりの枚数を減らして税抜価格では現行の価格と同じ程度となるようにしました。
※ 袋の仕様そのものに変更はありませんので、価格改定前の袋もこれまでどおり使用できます。
※ 一人世帯向けの燃えないごみ小サイズを新たに設定し販売します。

指定ごみ袋の価格が変わります

問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155

▼ 改定後の価格
本体価格（税抜）種別・サイズ・枚数

18枚
9枚
18枚
18枚
18枚
9枚

486円
243円
369円
270円
468円
234円

税込販売価格
534円
267円
405円
297円
514円
257円

燃えるごみ

燃えないごみ

プラスチックごみ
18枚
18枚

大

中
小

中

小
大

297円
378円

326円
415円

◎ 事業系ごみの処理手数料も
　 変わります
　ごみ処理費用の増加や 10 月に予
定されている消費税の引上げなどに
伴い、10 月１日より清掃センター
に直接持ち込む事業系ごみの処理
手数料を 10kg につき 100 円から、
10kg につき 150 円に改定します。
　なお、一般家庭から出る家庭系ご
みの清掃センターへの直接持込み
手数料については、これまでどおり
50 円／ 10kg です。

広報みはる
令和元年９月号

　三春町では、子育て世帯や若者の定住促進を目的として「平沢四合田住宅団地第１回分譲」を開始します。
▶ 分譲受付期間　９月２日（月）～ 20 日（金）
▶ 分譲受付日／受付時間／受付場所　▷ 平日／午前９時～午後５時／企業局（三春浄水場内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▷ 土・日曜日・祝日／午前 10 時～午後３時／平沢四合田団地（現地）
※ 申込方法や第１回分譲の主な申込資格要件は、広報と一緒に配布されるチラシをご覧ください。
▶ 分譲地の所在　福島県田村郡三春町大字平沢字谷戸地内　　▶ 分譲単価　15,150 円／㎡（≒ 50,000 円／坪）
※ 土地代のほかに、水道加入金および浄化槽を設置するための受益者分担金等が必要となります。

平沢四合田住宅団地第１回分譲申込受付開始

問い合わせ先　企業局　水道・宅造グループ　☎ 62-2500　FAX 62-2666

▼ 位置図および区画割図と分譲面積
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　本大会は、県内の軟式野球並びにソフトボールのレベル向上と市町村間の交流を図ることなどを目的として開催
され、町でも本大会に出場するため三春町選手団を結成し、８月４日に「三春町選手団結団式」を開催しました。
結団式では、軟式野球選手団の大内広信監督から「三春町の代表として誇りと自信を持って、優勝を目指して戦う」、
また、ソフトボール選手団の橋本義幸監督から「チーム一丸となって初戦を突破し、波に乗って優勝を目指して頑
張りたい」と決意表明がありました。
　軟式野球大会は９月７日（土）から県内各球場で開催され、ソフトボールは 10 月 12 日（土）から相馬光陽ソ
フトボール場で開催されます。三春町の第１試合の日程は次のとおりですので、皆さんもぜひ応援にお出かけくだ
さい。なお、雨天等により試合日程が順延になる場合もありますので、詳しくは担当までお問い合わせください。

第13回市町村対抗福島県軟式野球大会
第６回市町村対抗福島県ソフトボール大会

問い合わせ先　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62-3837　FAX 62-4727

軟式野球三春町選手団の皆さん ソフトボール三春町選手団の皆さん
▼ 軟式野球三春町選手団名簿（敬称略） ▼ ソフトボール三春町選手団名簿（敬称略）

位置背番号
30
10
28
29
8
11
12
13
20
25
27
2
3
14
23
0
4
5
9
16
22
1
6
7
18
19
21

氏名 地区 ふるさと選手

監督
主将
コーチ
コーチ
投手
投手
投手
投手
投手
投手
投手
捕手
捕手
捕手
捕手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手

大内　広信
橋本　康幸
渡部　寿夫
渡辺清二郎
新田　　光
山口　賢太
大内　　颯
高橋　知大
高橋　光祐
渡邉　智大
鴫原　健二
橋本　祐哉
鈴木　啓太
國分　楓真
増子　秀誠
髙野　魁斗
田中　拳輔
髙野龍之介
遠藤　桂太
菊地　優太
岡本　賢壮
伊藤　貴之
田中　輝輔
大内　幸博
橋本　広大
飯　　武彦
本田　直也

永作
御祭
桜ヶ丘
桜ヶ丘
郡山市
山田
貝山
亀井
新町
郡山市
須賀川市
八島台
下舞木
平沢
下舞木
深田和
下舞木
深田和
八島台
下舞木
八島台
深田和
下舞木
大町
中町
八島台
四反田

○

○
○

開幕

位置背番号
30
31
32
10
3
4
11
18
19
20
22
2
6
12
14
21
24
1
5
7
8
9
13
15
16
17

氏名 地区 ふるさと選手

監督
コーチ
コーチ
主将
投手
投手
投手
投手
投手
投手
捕手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
内野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手
外野手

橋本　義幸
川名　　潤
小山　智幸
柴　　翔太
柳沼　宏俊
菊地　優太
金澤　和昭
工藤　　廉
三瓶恵一郎
橋本　大樹
橋本　祐哉
伊藤　大樹
高橋　　毅
内野　雅大
影山　貴啓
渡辺　　希
影山　将大
伊藤　　優
西尾　健太
鈴木　克典
影山　　靖
大内　幸博
吉田　京介
伊藤　貴之
佐藤　翔太
渡辺　　任

富沢
郡山市
御祭
八島台
田村市
下舞木
須賀川市
亀井
郡山市
鏡石町
八島台
下舞木
南相馬市
下舞木
下舞木
担橋
山田
平沢
芹ヶ沢
下舞木
上舞木
大町
山崎
深田和
沼沢
富沢

○

○

○
○

○

▶ ソフトボール
　 10 月 13 日（日）第１試合午前９時 30 分開始予定
 　相馬光陽ソフトボール場（相馬市）　対戦相手：西郷村

▶ 軟式野球
　 ９月 15 日（日）第４試合午後１時開始予定
　 ほばら大泉球場（伊達市）　対戦相手：浅川町

☆ ふるさと選手…他市町村在住者であっても出身小学校または
　　　　　　　　 中学校の市町村から出場できる選手のこと

広報みはる
令和元年９月号
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　町では、「第 2 次三春町地球温暖化対策実行計画」を策定し、事務事業に伴って排出される温室効果ガスの削減に
取り組んでいます。平成 30 年度の取組結果についてお知らせします。
○ 計画期間　平成 28 年度から平成 32 年度までの 5 年間
○ 対象とする温室効果ガス　電気、ガソリン、灯油、軽油、Ａ重油、ＬＰガスの使用により発生する二酸化炭素（CO ₂）
○ 対象となる事務事業の範囲　町が行うすべての事務事業（町のすべての組織および施設）
○ 削減目標　平成 26 年度を基準として、5 年間で CO ₂排出量を 5％以上削減する。
　　　　　　 ・基準年度のCO ₂排出量　5,259,236.39kg-CO ₂
　　　　　　 ・CO ₂削減量目標値　52,592.40kg-CO ₂（基準年度排出量の 1％）× 5 年間＝ 262,962.00kg-CO ₂

第2次三春町地球温暖化対策
実行計画の取組結果を公表します

◆ 平成 30 年度のエネルギー使用量

◆ 平成 30 年度の温室効果ガス（CO ₂）排出量

平成30年度の三春町の事務事業に伴い排出された温室効果ガス（CO ₂）の排出量は
4,725,683.75kg-CO ₂で、基準年度比（平成26年度）で10.15％の削減となりました。

問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155

※ 温室効果ガス排出量は、各エネルギー使用量に政令に基づく排出係数を乗じて算定しますが、電力の排出係数は、
　火力発電所の稼働率などによって毎年変動します。また、電力会社ごとに電源構成の比率が違うため、電力会社
　間でも排出係数は異なります。

○ 三春町地域まるごと省エネ計画について
　町民、事業者、町の三者が協力・連携して、地域ぐるみで省エネルギーの取組みを推進するため、「三春町地域ま
るごと省エネ計画」を策定しました。この計画は地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく地方公共団体実行計
画（区域施策編）を兼ねるものです。詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

電力

平成30年度
使用量種別 基準年度（H26年度）

使用量

ガソリン
灯油
軽油
Ａ重油
ＬＰガス

7,163,619.00kwh
77,361.04ℓ
113,367.95ℓ
45,162.39ℓ
38,000.00ℓ

162,515.72kg

6,921,580.00kwh
69,716.12ℓ
105,172.12ℓ
58,514.65ℓ
64,000.00ℓ

123,837.60kg

基準年度比

-3.38%
-9.88%
-7.23%
29.56%
68.42%
-23.80%

電力

平成30年度
CO₂使用量種別 基準年度（H26年度）

CO₂使用量

ガソリン
灯油
軽油
Ａ重油
ＬＰガス

4,090,426.45 kg-CO₂
179,477.61 kg-CO₂
282,286.20 kg-CO₂
116,518.97 kg-CO₂
102,980.00 kg-CO₂
487,547.16 kg-CO₂

3,606,143.18 kg-CO₂
161,741.40 kg-CO₂
261,878.58 kg-CO₂
150,967.80 kg-CO₂
173,440.00 kg-CO₂
371,512.80 kg-CO₂

基準年度比

-11.84%
-9.88%
-7.23%
29.56%
68.42%
-23.80%

合計 5,259,236.39 kg-CO₂ 4,725,683.75 kg-CO₂ -10.15%

取組結果

広報みはる
令和元年９月号
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17,199人 8,202,653千円 342,362千円 1,263,222千円 15.4％ 16.1％

住民基本台帳人口 歳出額
A

実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
B/A

29年度の
人件費率（平成31年1月1日）

◆ 人件費の状況（普通会計決算）

510,366千円148人 74,733千円 199,542千円 784,641千円 5,302千円

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B
給  与  費職員数

A
一人当たり給与費

B/A

5,529千円

類似団体
一人当たり給与費

◆ 職員給与費の状況（普通会計決算）

※ 人件費には、議会議員
　やその他非常勤特別職
　の報酬、町長などの特別
　職給与、職員給与および
　退職手当組合負担金な
　どが含まれています。

※ 職員手当には退職手当を含みません。　　※ 職員数は平成 30 年 4 月 1 日現在の人数です。
※ 給与費については、再任用職員（短時間勤務）の給与費が含まれており、職員数には当該職員を
　含んでいません。

90

95

100

三春町

95.8
96.796.6 96.2

類似団体平均 全国町村平均

H27.4.1

95.8
96.3 96.396.5 96.4

H30.4.1H28.4.1 H29.4.1

97.1
96.3 96.4

◆ ラスパイレス指数の状況（各年 4 月 1 日現在）

◆ 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）

三春町

国

区分

299,200円 40.0歳

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職

411,529円
（360,621円）

42.8歳福島県

329,845円 410,940円 43.5歳

329,300円

341,895円
（325,155円）

類似団体 306,891円 41.7歳353,106円
（330,692円）

※ 「平均給料月額」とは各年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職員の基
　本給の平均です。
※ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
　時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公
　務員給与実態調査において明らかにされているものです。また、「平均給
　与月額（国 比較 ベース）」の下段は、比較のため、国家公務員と同じベー
　ス（＝時間外勤務手当等を除いたもの）で算出しています。

◆ 職員の初任給の状況（平成 30 年４月１日現在）
◆ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　 （平成 30 年４月１日現在）

大学卒一　般
行政職

区分

278,300円

経験年数
（10〜14年）

344,700円 382,100円

高校卒 ー 354,700円

経験年数
（20〜24年）

経験年数
（25〜29年）

398,200円

経験年数
（30〜34年）

ー ー

◆ 一般行政職の級別職員数の状況（平成 30 年４月１日現在）

※ 町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員
　数です。
※ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する
　代表的な職務です。

標準的な職務内容

課長

総括主幹

主幹

主任主査・主査

主査

主事・技師・副主事・副技師

区分

６級

５級

４級

３級

２級

１級

職員数

13人

1人

16人

35人

12人

30人

構成比

12.1％

0.9％

15.0％

32.7％

11.2％

28.0％

人
事
行
政
の
運
営
状
況

　

人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
正
性
、
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、「
三
春
町

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
職
員
の

給
与
、
定
員
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
総
務
課
、
町
民
図
書
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
tow

n.m
iharu.fukushim

a.jp/

）
で
も
詳
細
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆ 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）

　全地方公共団体の一般行政職の給料月
額を同一の基準で比較するため、国の職員
数（構成）を用いて、学歴や経験年数の
差による影響を補正し、国の行政職俸給表
（一）適用職員の俸給月額を 100として計
算した指数です。類似団体平均とは、人口
規模、産業構造が類似している団体のラス
パイレス指数を単純平均したものです。

ラスパイレス指数とはラスパイレス指数とは

平
成
30
年
度

0

20

40

60

80

100

1級18.9％

５級2.0％
6級9.5％

２級8.1％

平成30年

％

3級40.5％

4級21.0％

1年前（H29） ５年前（H25）

３級32.7％

1級28.0％

４級15.0％
５級0.9％
６級12.1％

２級11.2％

３級33.6％

1級29.9％

４級15.0％
５級0.9％
６級12.1％

２級8.4％

大学卒

高校卒

区分
183,400円

三春町 福島県

150,400円

190,100円

154,900円

一　般
行政職 短大卒 163,400円 ー

国
179,200円

147,100円
ー

広報みはる
令和元年９月号
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問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX 61-1110

◆ 職員期末・勤勉手当・退職手当の状況

※ 退職手当の支給率は、福島県市町村総合事
　務組合「市町村職員の退職手当に関する条
　例」で定められています。

◆ 特別職の報酬等の状況（平成 30 年４月１日現在） ◆ 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

※ 職員数は一般職に属する職員数です。
※（　）内は条例定数の合計です。◆ 年齢別職員構成の状況（各年４月１日現在）

区分

職員数

20歳未満

2人

20〜23

16人

24〜27

17人

28〜31

19人

32〜35

16人

36〜39

8人

40〜43

19人

44〜47

15人

48〜51

16人

52〜55

14人

56〜59

18人

60歳以上

3人

計

163 人

　扶養手当、住居手当、通勤手当、管
理職手当、寒冷地手当、超過勤務手当
などがあります。

その他の職員手当その他の職員手当

区分 三春町

期末手当　2.55（1.4）月分

1,440千円 −

勤勉手当　1.85（0.9）月分

期末手当　2.55（1.4）月分

勤勉手当　1.85（0.9）月分

役職加算　5〜15％

福島県

役職加算       5〜20％
加算措置の状況

期末・
勤勉手当

支給割合

１人当たり
平均支給額

国

−

期末手当　2.6（1.45）月分

勤勉手当　1.85（0.9）月分

管理職加算　15〜25％
役職加算　   5〜20％
管理職加算　10〜25％

区分 給料（報酬）月額 （類似団体における最高／最低額）

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

議　員

795,000円

634,000円

591,000円

310,000円

246,000円

224,000円

−

375,000円／280,000円

310,000円／220,000円

284,000円／195,000円

給
料

町長・副町長・教育長

議長・副議長・議員

期
末
手
当

町　長

副町長

教育長

795,000円×在職月数×48／100　任期毎に支給

634,000円×在職月数×29／100　任期毎に支給

591,000円×在職月数×20／100　任期毎に支給

退
職
手
当

報
酬

3.3月分

3.3月分

840,000円／557,200円

673,000円／540,000円

0

5

10

15

20

60以上56～5952～5548～5144～4740～4336～3932～3528～3124～2720～2320未満

％
30年
5年前

公
営
企
業
等
会
計
部
門

一般行政部門

小計

教育

小計

水道

下水道

その他

小計

117

117

31

31

4

2

9

15

110

110

32

32

4

2

8

14

7

7 

▲1

▲1

1

1

7163
（180）

30年部門
区分 29年 主な増減理由対前年

増減数

合　計 156
（180）

子育て支援課業務
移管に伴う減員

普
通
会
計
部
門

企画政策課設置に伴う
増員、課税業務関係の
増員、子育て支援・社会
福祉業務関係の増員

介護保険
業務関係の増員

区分 三春町 国

定年前早期退職特例措置 

自己都合 勧奨・定年支給率

その他の加算
措置

19.6695 月分 24.586875月分

28.0395 月分 33.27075月分

39.7575 月分 47.709 月分

47.709 月分 47.709 月分

自己都合 勧奨・定年

19.6695月分 24.586875月分

28.0395月分 33.27075月分

39.7575月分 47.709 月分

47.709 月分 47.709 月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

退職手当

定年前早期退職特例措置　 
（2〜20％加算） （2〜45％加算）

※ （　）内は再任用職員に係る支給割合です。

広報みはる
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外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News
　令和２年１月４日より診療日を下記の通り変更します。スムーズな診療のため、ご理解とご協力をお
願いします。診療科ごとの診療日については追ってお知らせします。

令和２年１月より診療日が変わります

　認知症の方やそのご家族の交流の場です。お茶を飲みながら楽しくお話ししましょう。
▶ 開催日時　▷ ９月５日（木）　午前 10 時～正午　　▷ 10 月３日（木）　各午前 10 時～正午
▶ 場　　所　三春病院１階健診室前
▶ 身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ
▶ 健康に関する20分程度のミニ講座　９月 「カルシウムの摂り方」／10月 「脳卒中にならないために」
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 医療・介護・福祉に関するご相談には専門のスタッフが対応します。

オレンジカフェ☆さくら

　今回は栄養士とおいしい介護食を作ってみましょう！持ち
物はエプロンだけ！
　事前申込みは必要ありません。お気軽にご参加ください。
▶ 参加費　無料
▶ 場　所　三春町敬老園　２階食堂
▶ 　問　　三春町敬老園　☎ 62-3618

広報みはる
令和元年９月号

○

○

○

○

○

○

○

休

○

○

○

○
第３休

＊休診日　日曜・祝日・第３木・毎週木曜午後

令和元年12月30日まで

午前
月

午後

火 水 木 金 土
○

○

○

○

○

○

○

休

○

○

○

休
＊休診日　日曜・祝日・毎週 木・土曜午後

令和２年1月4日より

午前
月

午後

火 水 木 金 土

　三春町出身の登山家　田部井 淳子さんが使用されていたグランドピアノが寄
贈されました。お披露目を兼ねてミニコンサートを開催します。ピアノとサッ
クスの素敵なアンサンブルをお楽しみください。
▶ 日時　９月 17 日（火）　午後１時～１時 30 分
▶ 場所　三春病院１階リハビリテーション室
※ 申込不要・参加無料

♪ミニコンサートを開催します♪

　認知症について更に理解を深め、オレンジカフェなどのボランティア活動やスキルアップのために役
立てませんか。
▶ 日　　時　９月 10 日（火）・17 日（火）　午前 10 時～正午
▶ 場　　所　三春病院３階大会議室
▶ 対　　象　認知症サポーター養成講座受講済みの方で２日間とも参加可能な方
▶ 参 加 費　無料
▶ 申込・問　三春病院 相談室　☎ 73-8180

認知症サポーターステップアップ講座
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問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

◆ 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

　
砂
入
り
人
工
芝
に
な
り
ま
し
た

　

卒
業
生
の
寄
付
を
受
け
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
砂
入
り
の
人
工
芝
へ
改
修
さ
れ
ま
し

た
。
７
月
９
日
に
「
引
き
渡
し
式
」
を
行
い
、

早
速
、
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
員
が
全
国
大

会
に
向
け
て
新
し
い
コ
ー
ト
で
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
伝
統
と
実
績
の
あ
る
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
の
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

◆ 

校
内
体
育
大
会
を
開
催

　

７
月
18
日
・
19
日
の
２
日
間
、
校
内
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
予
報
で
は
雨

マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
た
天
気
で
し
た
が
、
田

高
生
の
や
る
気
パ
ワ
ー
で
２
日
間
と
も
快
晴

の
中
、
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

種
目
は
、
リ
レ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
卓
球
で
、
教
員
チ
ー

ム
も
含
め
た
ク
ラ
ス
対
抗
形
式
で
行
わ
れ
、

レ
ベ
ル
の
高
い
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
選
手
で
活
躍
し
た
生
徒
だ
け
で
な

く
、
審
判
や
準
備
な
ど
の
競
技
運
営
で
支
え

て
く
れ
た
各
部
活
動
の
部
員
、
生
徒
会
、
体

育
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
た
い
へ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。

◆ 

三
春
町
激
励
会
で
町
役
場
を

　
訪
問

　

７
月
22
日
、
全
国
高
校
総
体
、
全
国
女
子

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会

に
出
場
す
る
三
春
町
出
身
の
生
徒
た
ち
の
激

励
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
鈴
木
町
長
か
ら
激

励
金
と
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
選
手

一
人
一
人
が
大
会
に
向
け
た
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

　

三
春
町
出
身
者
の
全
国
大
会
へ
の
出
場
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

 　

飛
田
愛
美
、
橋
本
怜
奈
、
橋
本
み
な
み
、

 　

鈴
木
沙
耶

▼ 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

 　

國
分
蘭

▼ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

 　

宗
像
剛
琉
、
大
内
莉
音
那

▼ 

ボ
ー
ト
競
技

 　
管
野
夢
華
、
神
杏
奈
、
武
田
麻
央

◆ 

体
験
入
学
の
開
催

　

７
月
30
日
、
本
校
の
体
験
入
学
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
学
校
紹
介
、
授

業
体
験
、
部
活
動
体
験
・
見
学
な
ど
を
と
お

し
て
田
村
高
校
の
魅
力
を
お
伝
え
で
き
た
か

と
思
い
ま
す
。
猛
暑
の
中
、
多
数
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
の
準
備
や
当
日
の
案

内
誘
導
、
中
学
生
の
活
動
補
助
な
ど
色
々
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
田
高
の
生
徒
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

先
輩
た
ち
の
良
き
伝
統
が
後
輩
た
ち
へ
確

実
に
引
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

広報みはる
令和元年９月号

引き渡し式のようす

遠藤校長と齋藤組社長による始球式

新コートで躍動する部員たち

男女混合のクラス対抗リレーのようす

教員チームもハッスルして頑張りました

選手宣誓
（3年 6組会田さん）

町長に活躍を誓う選手たち

授業体験（ゴルフ）のようす

田高生も中学生のサポートを頑張りました

約 400名の中学生が参加してくれました
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研究の現場を見てみよう！

環境創造センターだより

　地域でより良い環境を実現するには廃棄物の処理・処分、自然環境保全、再生可能エネルギー、防災などの
様々な課題があります。私は「地域統合評価モデル」というコンピューター・シミュレーションの技術を開発
して地域の産業、住宅、エネルギー、交通、廃棄物などの将来を推計し、地域の環境と社会全体が良くなる対
策の提案に取り組んでいます。

○ 地域シミュレーションでより良い環境の実現をサポート

◎ 国立研究開発法人国立環境研究所　福島支部　地域環境創生研究室　五味馨さん
　最近、郡山でとれたブドウからつくったというワインを飲みました。想像以上に美味しく
て驚きました。三春の三角油揚げや三春そうめんも大好きです。

問い合わせ先　福島県環境創造センター　総務企画部　企画課　☎ 61-6129　FAX 61-6119
　　　　　　　　　 　　　　　　   住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155

※ イベントの詳細はコミュタン福島ホームページをご覧ください。　https://com-fukushima.jp/
※ 環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。
　 詳しくは「三春町町営バス時刻表（平成 30 年１月４日改正）」をご覧ください。

問　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155

コミュタン福島　９月イベント情報
▶ ８月 31 日（土）・９月１日（日）　「光でたくさん電気をつくろう！」[ ｺﾐｭﾀﾝﾗﾎﾞ ]
　　　　　　　　　　　　　　　　　 「いろいろな折り紙に挑戦しよう！」[ ｺﾐｭﾀﾝﾁｬﾚﾝｼﾞ ]
▶ ７日（土）・８日（日）　　　　　　「放射線探索ゲームをしよう！」[ ﾃｰﾌﾞﾙｻｲｴﾝｽ ]
　　　　　　　　　　　　 　　　　　「正四面体ピラミッドランプシェードをつくろう！」[ ｺﾐｭﾀﾝｸﾗﾌﾄ ]
▶ 14 日（土）～ 16 日（月）　　　　「風力発電を体験しよう！」[ ｺﾐｭﾀﾝﾗﾎﾞ ]
　　　　　　　　　　　　　　　　　 「広告チラシで季節の飾りをつくろう！」[ ｺﾐｭﾀﾝｸﾗﾌﾄ ]
▶ 21 日（土）　　　　　　　　　　　「かんたんレントゲンを体験してみよう！」[ ﾃｰﾌﾞﾙｻｲｴﾝｽ ]
▶ 21 日（土）・23 日（月）　　　　　「つみきで創作しよう！」[ ｺﾐｭﾀﾝﾁｬﾚﾝｼﾞ ]
▶ 22 日（日）　　　　　　　　　　　コミュタンフェスティバル in Autumn
▶ 23 日（月）　　　　　　　　　　　「押し花でハガキをつくろう！」[ ｺﾐｭﾀﾝｸﾗﾌﾄ ]
▶ 28 日（土）・29 日（日）　　　　　「ペットボトル霧箱をつくろう！」[ ｺﾐｭﾀﾝﾗﾎﾞ ]
　　　　　　　　　　　　　　　　　  「ロボットプログラミング教室」[ ｺﾐｭﾀﾝﾁｬﾚﾝｼﾞ ]
　　　　　　　　　　　　　　　　　 「傘袋でロケットをつくろう！」[ ｺﾐｭﾀﾝﾁｬﾚﾝｼﾞ ]
▶ 環境創造シアター国立科学博物館番組上映
★コミュタン福島 ボランティアスタッフ募集中！
　９月７日（土）・８日（日）に説明会を開催します。初めての方も大歓迎です。詳しくは、コミュタ
ン福島ホームページをご覧ください。

国立環境研究所福島支部で行っている研究内容について紹介します。

広報みはる
令和元年９月号

福島県のプロジェクションマッピング
（立体地図に環境情報を投影した装置）。
研究成果が分かりやすいと評判です。

　これまでに地方自治体の方々と協力し、新地町や郡山市で人口をな
るべく維持しながら、効率的なエネルギーシステム、地域交通システ
ムを導入して環境にも良いまちづくりをするための課題と取組を分析
してきました。今後は三春町も入っている「こおりやま広域圏」（郡山
市と近隣 15 市町村全体で協力して地域課題の解決を目指す）での取組
みや、SDGs（「持続可能な開発目標」国際連合が全会一致で採択した
17 の目標。地域での取組も大事です）の達成に向けた分析にも取り組
んでいきます。
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令和元年
7月29日

令和元年
6月26日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三 春 小 学 校
岩 江 小 学 校
御木沢小学校
中妻 小 学 校
中郷 小 学 校
沢石小 学 校
要田小 学 校
三 春中学 校
岩 江中学 校
岩 江 幼 稚 園
中郷 幼 稚 園
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
北 保 育 所
三 春 幼 保 園

No. 測定施設
測定値

0.11
0.08
0.09
0.10
0.08
0.09
0.08
0.09
0.10
0.09
0.10
0.10
0.11
0.09
0.10

令和元年
7月29日

令和元年
6月26日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JA御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.08
0.09
0.16
0.11
0.09
0.09
0.12
0.12
0.12
0.11 
0.12
0.15
0.10
0.11 
0.13
0.10
0.14

0.09
0.10
0.16
0.11
0.09
0.10
0.12
0.12
0.12
0.11 
0.12
0.15
0.10
0.11
0.13
0.09
0.14

公園中央
１ｍ高
0.09
0.11
0.08
0.10
0.15
0.10
0.09
0.10
0.09
0.10

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担 橋 公 園
河 原 公 園
田 畑 公 園
中 央 公 園
一本松公園
城 山 公 園
庚申坂公園
番 組 公 園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
5月30日

0.11
0.07
0.09
0.10
0.09
0.08
0.07
0.08
0.11
0.09
0.09
0.08
0.10
0.09
0.10

● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

※ 単位は全てマイクロシーベルト
　／時間です。

問　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155

● 仮置場の空間線量測定値
　現在、除去土壌等の保管を行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江
地区の仮置場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、
すべての仮置場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置場平場周りなどの数か所を測定しています。

◆ 中妻地区仮置場

◆ 北部三地区仮置場 ◆ 三春地区仮置場

◆ 中郷地区仮置場

①
0.11
0.12
0.11
0.11
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.12
0.12
0.11
0.13

0.12
0.12
0.13
0.11
0.11

0.13
0.11
0.11
0.11
0.11

0.11
0.11
0.11
0.10
0.11

0.13
0.12
0.12
0.12
0.11

0.09
0.08
0.08
0.09
0.07

  7月  3日
  7月10日
  7月17日
  7月24日
 7月31日

測定日／測定点 ①
0.13
0.13
0.14
0.14

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.11
0.13
0.11

0.14
0.13
0.14
0.13

0.12
0.12
0.11
0.12

0.09
0.09
0.09
0.09

0.09
0.09
0.10
0.08

0.10
0.11
0.11
0.12

  7月  4日
  7月11日
  7月18日
  7月25日

測定日／測定点

①
0.08
0.08
0.09
0.09
0.08

② ③ ④
0.11
0.11
0.11
0.11
0.10

0.09
0.09
0.09
0.09
0.08

0.11
0.12
0.12
0.12
0.11

  7月  1日
  7月  8日
  7月16日
  7月22日
  7月29日

測定日／測定点 ①
0.10
0.09
0.11
0.11
0.09

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.11
0.11
0.11
0.10

0.10
0.10
0.12
0.12
0.10

0.10
0.10
0.12
0.12
0.10

0.07
0.08
0.08
0.08
0.07

0.09
0.10
0.11
0.12
0.09

0.11
0.10
0.10
0.11
0.10

  7月  1日
  7月  8日
  7月16日
  7月22日
 7月29日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置場
①
0.08
0.08
0.09
0.08

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.08
0.09
0.08
0.08

0.09
0.10
0.09
0.10

0.15
0.16
0.15
0.14

0.12
0.11
0.12
0.10

0.08
0.07
0.08
0.06

0.08
0.08
0.09
0.07

  7月  5日
  7月12日
  7月19日
  7月26日

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置場

①
0.10
0.09
0.11
0.10
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.10
0.09
0.10
0.11

0.11
0.10
0.09
0.09
0.10

0.09
0.11
0.10
0.11
0.10

0.11
0.12
0.10
0.10
0.10

0.09
0.10
0.11
0.11
0.10

0.10
0.09
0.09
0.09
0.09

  7月  2日
  7月  9日
  7月16日
  7月23日
 7月30日

測定日／測定点

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
　環境放射線量測定値のお知らせは、翌月号から３か月ごとの掲載とします。なお、町ホームページでは引き続き随時更
新してまいりますのでどうぞご覧ください。

※ 公園中央地上高１ｍで測定しています。
※ 6・9・12・3月に測定しています。

※ 地上１mで計測しています。

※ No.1 ～ No.9 は地上 1m、No.10 ～
　No.15 は地上 50cmで計測していま
　す。
問　教育課 学校教育グループ
　　☎ 62-6310　FAX 62-6000

問　住民課 生活環境グループ
　　☎ 62-2147　FAX 62-5155

問　建設課 都市グループ
　　☎ 62-2113　FAX 62-3300

広報みはる
令和元年９月号
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素晴らしい活躍をみせる三春の子どもたち

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX 62-6000

　岩江中学校は、「自立」を教育目標に掲げ「生徒一人ひとりを大切にした
教育」～すべては子どもたちの未来のために～ をスローガンに様々な活動
に取り組んでいます。今年度も、体験から学ぶ視点を明確にして体験学習に
取り組んでおり、「本物に触れる授業」として４月は県立美術館での伊藤若
冲展鑑賞、６月には生田流筝曲の吉田淳子先生を講師として箏の授業を行い
ました。その他にも、関西方面の修学旅行、職場体験、高齢者疑似体験、福
祉ボランティア、全校ボランティア、保育実習など地域の方々の協力を得な
がら、年間を通して体験による生きた学びを行っています。
　また、キャリア教育の一環として行うＰＴＡ主催の「職業シンポジウム」の
準備も進んでおり、今年度は三春町内外から７名の講師の先生をお招きして実
施します。各分野で活躍されるスペシャリストに専門的なお話をいただき、職
業を通した「生き方教育」を全体会と講師別分科会の二部構成で行います。
　日々の授業を充実させ、毎日の生活と様々な体験活動を通して、確かな学
力と豊かな心を育み「自立」に向かって取り組んでまいりますので、今後と
も地域の方々のご協力と温かい励ましをよろしくお願いします。

教育トピックス　～ 我が校の教育ＮＯＷ ～　岩江中学校編

　福島県中体連大会（夏季大会）として、７月３日～５日に陸上競技大会、７月 22 日～ 24 日に総合大会が行わ
れました。見事入賞を果たした生徒の皆さんを紹介します。（敬称略）
▶ 男子１年 100m　　第７位　大石田青空（三春中）
▶ 女子自由形 400m　第１位　橋本　優心（岩江中）　※ 東北大会出場
▶ 女子自由形 800m　第１位　橋本　優心（岩江中）　※ 東北大会出場
▶ 柔道（90kg 超級）　第３位　齋藤　翔惺（三春中）　※ 東北大会出場
　岩江中の橋本さんと三春中の齋藤さんは東北大会へ出場します。三春の子どもたちが大いに活躍した７月でした。

広報みはる
令和元年９月号

御木沢小保健美化委員会からプランターが届きました

　７月 16 日、今年も御木沢小学校から役場にプランターが５つ届きま
した。これは、町の人権擁護委員の方からいただいた苗を保健美化委員
会が大切に育てたものです。
　当日は、４名の保健美化委員の子どもたちが佐々木初江校長、今井紗
織養護教諭と一緒に届けてくれました。児童たちは、「一生懸命育てた
ので、ぜひ役場玄関前に飾ってください。」と髙橋正美教育長に渡しま
した。

少人数によるきめ細やかな指導の実現

　小学校や中学校の１クラスの人数は、国の規定では 40 名以下とされています（小学１年は 35 人）が、福島県
では、小学１・２年、中学１年で 30 人学級編制とし、他の学年で 33 人を基準とする学級編制が可能な教員を配
当し、30 人程度の「少人数学級」にするか、担任を持たないで指導を可能とする「少人数指導」をするか選択で
きるようにしています。三春町でも少人数学級、少人数指導の編制を生かし、きめ細やかな指導の充実を図り、児
童生徒が充実した学校生活を送ることができるようにしています。

職場体験のようす

職業シンポジウム（昨年度）のようす
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広報みはる
令和元年９月号

三
春
町
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

　

２
、０
０
０
日
達
成
の

横
断
幕
を
掲
げ
ま
し
た

　

７
月
20
日
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

２
、０
０
０
日
を
達
成
し
た
こ
と
か

ら
、
田
村
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協

会
・
安
全
運
転
管
理
田
村
事
業
主
会
・

交
通
安
全
協
会
三
春
町
連
合
会
と
町

で
、
役
場
庁
舎
に
横
断
幕
を
掲
げ
ま

し
た
。

役場庁舎に掲げられた横断幕

献
血
有
功
章
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

７
月
25
日
、
役
場
２
階
町
長
室
に
て

献
血
有
功
章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
銀

色
有
功
章
（
献
血
回
数
70
回
）
を
受
章

さ
れ
た
佐
久
間
文
好
さ
ん
に
、
福
島
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
と
町
か
ら
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
佐
久
間
さ
ん
は

「
自
分
に
で
き
る
身
近
な
人
助
け
」
と

し
て
今
後
も
献
血
を
続
け
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

献
血
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

銀色有功章を受章した佐久間文好さん（左）

全
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル

選
手
権
大
会
出
場

　

７
月
６
日
・
７
日
に
開
催
さ
れ
た
、

第
29
回
全
日
本
Ｕ︲

12
フ
ッ
ト
サ
ル

選
手
権
大
会
福
島
県
大
会
で
優
勝
し
、

全
国
大
会
に
出
場
す
る
宗
方
蒼
介
さ

ん
が
、
８
月
２
日
に
来
庁
し
全
国
大

会
へ
の
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。

宗方蒼介選手（中央）

東
北
中
学
校

水
泳
競
技
大
会
出
場

　

７
月
22
日
か
ら
24
日
に
開
催
さ
れ

た
、
第
62
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大

会
水
泳
競
技
で
優
勝
し
、
東
北
大
会

に
出
場
す
る
橋
本
優
心
さ
ん
が
、
８

月
２
日
に
来
庁
し
東
北
大
会
へ
の
出

場
報
告
を
し
ま
し
た
。

橋本優心選手（中央）

東
北
中
学
校

柔
道
大
会
出
場

　

７
月
22
日
か
ら
24
日
に
開
催
さ
れ

た
、
第
62
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大

会
柔
道
競
技
で
第
３
位
に
輝
き
、
東

北
大
会
に
出
場
す
る
齋
藤
翔
惺
さ
ん

が
来
庁
し
、
県
大
会
の
結
果
と
東
北

大
会
へ
の
抱
負
を
報
告
し
ま
し
た
。

齋藤翔惺選手（写真左）
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カ
ヌ
ー
体
験
教
室
を
行
い
ま
し
た

　

７
月
28
日
、
さ
く
ら
湖
流
域
協

働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
湖
面
の
安

全
な
利
用
と
カ
ヌ
ー
の
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
カ
ヌ
ー

体
験
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

時
折
、
夏
の
日
差
し
が
照
り

つ
け
る
暑
い
日
で
し
た
が
、
町

内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
35
名
の

参
加
者
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
思
い

思
い
に
さ
く
ら
湖
の
夏
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

参加者の皆さん

体験のようす

御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ
親
子
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
28
日
、
御
木
沢
小
学
校

体
育
館
を
会
場
に
、「
親
子
夏
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
保
護
者
が
運
営
す
る

出
店
を
体
験
し
た
り
、
講
師
の

先
生
を
招
い
て
保
護
者
と
一
緒

に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
し
た
。
保
護
者
も
子
ど
も

も
笑
顔
あ
ふ
れ
る
夏
ま
つ
り
と

な
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

御木沢児童クラブの皆さん

「親子夏まつり」のようす

三
春
町
ア
ー
ト
ク
リ
エ
イ
タ
ー
夏
休
み
体
験
教
室　

漫
画
家
の
先
生
と
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
描
き
ま
し
た

　

８
月
11
日
、
三
春
町
ア
ー
ト
ク
リ
エ
イ
タ
ー
夏
休
み
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
、
日
本
漫
画
学
舎
代
表
の
木
村
忠
夫
氏
、

漫
画
家
の
平
松
伸
二
先
生
、
松
苗
あ
け
み
先
生
、
高
橋
陽
一
先
生
を
迎
え
、

午
前
の
部
は
講
演
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
午
後
の
部
で
は
実
際
に
漫
画
家
の

先
生
方
に
講
師
に
な
っ
て
い
た
だ
き
漫
画
原
稿
の
制
作
体
験
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
休
憩
時
間
中
も
手
を
休
め
ず
に

Ｇ
ペ
ン
や
丸
ペ
ン
を
使
い
、
黙
々
と
漫
画
原
稿
の
制
作
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
で
し
た
。
プ
ロ
の
漫
画
家
先
生
方
か
ら
直
接
ご
指
導
い
た
だ
い
た
経

験
や
サ
イ
ン
会
な
ど
を
通
し
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
た
時
間
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
夏
休
み
の
思
い
出
の
貴
重
な
１
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

※ 

教
室
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｇ
カ
レ
ッ
ジ
リ
ー
グ
国
際
ア
ー
ト
＆
デ

　

ザ
イ
ン
大
学
校
お
よ
び
学
生
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

最後にみんなで記念撮影
（中央：左から松苗あけみ先生、平松伸二先生、高橋陽一先生）

漫画家の先生の皆さんによるトークショー

漫画原稿の制作体験教室のようす
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広報みはる
令和元年９月号

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た

　

７
月
７
日
の
河
川
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
で
は
、
三
春
地
区
・

御
木
沢
地
区
・
沢
石
地
区
に
お
い

て
河
川
の
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い

等
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
雨
の
状
況
の
中
、
６
５
０

人
を
超
え
る
方
々
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

清掃作業のようす２

清掃作業のようす１

北
保
育
所
の
児
童

﹁
エ
コ
七
夕
in
県
庁
﹂
参
加

　

７
月
４
日
、
北
保
育
所
の
児
童
が

県
庁
西
庁
舎
の
県
民
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
エ
コ
七
夕
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
エ
コ
七
夕
」
と
は
、
小
学
校
就
学

前
の
子
ど
も
た
ち
に
「
地
球
環
境
を

想
う
や
さ
し
い
心
」
を
育
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
県
が
実
施
し

て
い
る
事
業
で
す
。

　

県
内
か
ら
申
込
み
の
あ
っ
た
保
育
所

等
の
中
か
ら
北
保
育
所
が
選
ば
れ
、
県

庁
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
県
知
事
と
児
童

に
よ
る
短
冊
の
飾
り
つ
け
や
エ
コ
を

話
題
と
し
た
紙
芝
居
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

県知事と北保育所の子どもたち

健
康
づ
く
り

男
の
料
理
教
室
の
腕
前
披
露

　

７
月
10
日
、
舞
鶴
大
学
（
鈴
木
功

委
員
長
・
旧
町
内
の
高
齢
者
学
級
）

は
要
田
交
流
館
「
大
平
荘
」
に
お
い

て
調
理
実
習
と
健
康
講
話
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
男
性
が
調
理
実
習
担
当
で

＂
あ
じ
と
南
蛮
漬
け
＂他
２
品
を
調
理
、

中
に
は
町
で
行
っ
て
い
る
「
男
の
料

理
教
室
」
に
通
っ
て
い
る
人
も
い
て
、

手
際
よ
く
調
理
し
皆
さ
ん
で
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調理実習のようす

﹁
さ
く
ら
湖
自
然
教
室
２
０
１
９
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
28
日
、
森
と
湖
実
行
委

員
会
主
催
の
「
さ
く
ら
湖
自
然

教
室
２
０
１
９
」
が
開
催
さ
れ

71
名
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
早
朝
の
雨
の
影
響
に
よ

り
、
昆
虫
観
察
教
室
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
Ｅ
ボ
ー
ト
で

さ
く
ら
湖
面
に
こ
ぎ
出
す
「
水

上
探
検
教
室
」、
水
辺
の
生
き
物

を
観
察
し
、
外
来
生
物
に
つ
い

て
知
り
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
に
参

加
し
た
「
水
生
生
物
観
察
教
室
」

に
分
か
れ
て
、
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
春
ダ
ム
の
提
体
内

や
ダ
ム
操
作
室
、
水
質
検
査
室

を
見
学
し
、
仕
組
み
や
役
割
に

つ
い
て
も
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

水生生物観察のようす

水上探検教室のようす
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶ 図書館（☎ 62-3375）
　 9 月 2・4・9・16・23・30 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　 9 月 2・9・17・24・30 日
▶ 自然観察ステーション（☎ 61-1546）
　 休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館（☎ 62-5263）
　 9月2・9〜13・17・24・30 日
▶ 人形館（☎ 62-7053）
　 9 月 2・9 〜 13・30 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　 9 月 2・9・30 日
▶ 児童生活センター（☎ 62-8666）
　 9 月 7・14 日
　 日曜日、祝日
▶ 地域子育て支援センター
　 （☎ 62-0555）（旧中央児童館内）
　 9 月 5 日午後
　 土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　 土・日曜日、祝日

延　長　業　務

　秋田県仙北市を拠点に活躍するわらび座によるミュー
ジカル。約 400 年前、慶長の大地震・津波が三陸を襲い
ました。藩主・伊達政宗の決断、そして１人の若者リウ
タが・・・。3・11 を経験した現代に届く、400 年前か
らのメッセージが込められており、復興のため、困難を
乗り越え歩み続けてきたすべての人々の想いや祈りをの
せてお届けします。
◆ 開催日時　11 月 30 日（土）
　 午後２時開演（午後１時 30 分開場）
◆ 前売り券　全席指定席
　一般 3,500 円／高校生以下 2,000 円
※ 当日各 500 円増。前売りで完売の場合当日券販売なし。
※ 申込後のチケットのキャンセル、変更不可。

①わらび座ミュージカル「ジパング青春記」～慶長遣欧使節団出向～

　太田裕美・渡辺真知子・庄野真代の３人のベテラン女性シンガーたちが、Ｎ
響団友オーケストラの演奏で歌うヒットソングパレード。渡辺の「かもめが翔
んだ日」、庄野の「飛んでイスタンブール」、太田の「木綿のハンカチーフ」など、
時代を代表すると言っても過言ではない大ヒット曲をお楽しみください。
◆ 開催日時　令和２年１月 13 日（月）
◆ 前売り券　全席指定席／一般 5,000 円
　 窓口販売 10 月 10 日（木）午前 10 時～／電話受付 10 月 11 日（金）午前 10 時～
※ 当日各 500 円増。前売りで完売の場合当日券販売なし。
※ 申込後のチケットのキャンセル、変更不可。

②オーケストラで歌う青春ポップスコンサート 太田裕美・渡辺真知子・庄野真代

三春交流館運営協会自主事業

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX 62-4727

▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　9 月 4・11・18・25 日
　 午後７時まで
※ 取扱業務の内容は
　お問い合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　9 月 14 日（土）・15 日（日）
　 午前９時〜午後４時

広報みはる
令和元年９月号

人形劇団むすび座「アラビアンナイト」　観客を魅了
　６月 29 日、三春交流館「まほら」のまほらホー
ルで開催されました。
　「アラビアンナイト」の中の「アラジンと魔法
のランプ」をアレンジした作品で、等身大の人形
たちが縦横無尽に駆け巡り、客席まで使った躍動
感あふれる演出で、本当の幸せとは何かを問いか
けました。
　さまざまな技術を駆使して人形を操る役者た
ち、巨大な魔人が客席をおおうクライマックスな
ど、子どもだけでなく大人まで引き込まれました。

一龍斎貞水　立体怪談　恐怖の舞台空間を創造
　８月４日、三春交流館「まほら」のまほらホー
ルで開催されました。
　一龍斎貞水（写真上）は、講談界初にして唯一
の人間国宝であり、その存在は演芸界においても
比類なきものであります。
　弟子である一龍斎貞橘（写真下）による講談か
ら始まり、続いて一龍斎貞水による立体怪談とな
りました。磨き抜かれた至高の芸と、その深みの
ある迫力の声柄は、客席をたちまち魅了しました。
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M-NAVI 交流館NEWS◆◆◆ ９月～ 10月 12日のイベント情報 ◆◆◆

歌･おどりミニライブ 三春舞と歌とトランペットの夕べ 　　　　　                   　　 【三春歌おどり愛好会 ☎024-942-8135】
18時～20時
小ホール
自由席
2,000円

9月
7日（土） 舞踊と歌とトランペットのコラボ。口笛奏者の高木さんとすばらしいステージをお楽しみください。

シリーズにほんのうた《第1回》～こうしてうたは生まれた～福島明也バリトンリサイタル        【コーロ･ミハル(内藤) ☎62-1800】
14時30分
～16時30分
まほらホール
自由席

9月
8日（日）

コンセール･デ･プレアデスピアノ発表会　　　　　　　   　　　　　【コンセール･デ･プレアデス(佐久間) ☎080-5553-1221】
10時
～16時30分
まほらホール
自由席／無料

9月
15日（日） 郡山市内の3つのピアノ教室の本格的なピアノと声楽の発表会です。子どもたちの熱演と、美しいオペラのアリア

をどうぞお楽しみください。

三春地区敬老会　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 【保健福祉課 高齢者福祉グループ ☎62-3166】
10時～12時
まほらホール
自由席
無料

9月
16日（月） 三春地区にお住まいの敬老者(76歳以上)を対象に、式典や園児･生徒等によるアトラクションを実施します。

磐州市「秋祭り市」　　　　　　　　　　　　　　   　　                             　【三春磐州市実行委員会(村上) ☎62-4329】
11時～13時
交流広場

9月
21日（土） 地元の農産物や商店の特売品など、いろいろなお店が出ますので、ぜひお越しください。

三春おやこ劇場第54回鑑賞例会「KOYOマイムライブ！大道芸バージョン」                           　【三春おやこ劇場 ☎62-4693】
14時～15時
小ホール
自由席／会員制
会員外2,600円

9月
21日（土）

パントマイムユニットTORIO山本光洋によるパントマイムとマジックと人形劇が一緒になったKOYOワールド。
お楽しみください。当日から会員になることができます。４歳以上１人月会費800円、入会金200円、保険代
200円。３歳以下無料。

三春町婦人会ファイナルバザー　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　 【三春町婦人会（会長 佐藤） ☎62-3566】
10時～12時
小ホール

9月
27日（金）

いつも婦人会バザーにご協力いただきありがとうございます。今年も掘り出し物がいっぱいです。手にとってご
覧ください。
残念ながらバザー開催は今年で最後になりますので、よろしくお願いします。

三春アンサンブル支援会第45回コンサート「雅楽と洋楽」　              　【三春アンサンブル支援会（井上） ☎080-6016-0218】
14時30分
～16時30分
まほらホール
自由席

9月
29日（日）

福島県雅楽会による越殿楽（えてんらく）をはじめ、祭祀舞、御神楽を披露。また、三春弦楽四重奏は新メンバー
を迎え、クイーンの名曲ボヘミアンラプソディーなど親しみやすい曲をお届けします。
※ 大人1,500円／高校生以下1,000円／小学生以下無料

第70回福島県中高校演劇コンクール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   【安積黎明高等学校 ☎024-932-0443】
1日13時～17時5分
2日10時～15時30分
3日10時～16時30分
まほらホール

10月
1日（火）
～3日（木）

県中地区の高等学校11校が参加しての演劇コンクールが開催されます。入場無料ですので演劇が好きな方は
どなたでもお越しください。
※ 自由席／無料

小学校音楽鑑賞教室「日本フィルハーモニー交響楽団弦楽四重奏コンサート」                   　【岩江小学校 ☎024-956-2120】
13時30分～15時
まほらホール
自由席／無料
（先着80席）

10月
4日（金） 今年は、弦楽四重奏にクラリネットがプラス。どんな演奏を聴かせてくれるのか楽しみです。芸術の秋を堪能して

みませんか。

童謡唱歌をバリトンの至宝･福島明也の歌と、若い気鋭の音楽家のお話で、楽しく紐解いていきます。懐かしい
宝物のうたがいっぱいです!
※ 一般3,000円／高校生以下500円

三春街なかコスプレイベント！パート4　　　                                             　【（株）三春まちづくり公社観光部 ☎62-3690】
9時30分～17時
ホワイエ／その他
1,500円
（事前申込制）

10月
5日（土） 三春の街なかでコスプレ撮影ができるイベントです。

中村敦夫ひとり語り 朗読劇「線量計が鳴る」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　   　  【二瓶 ☎090-7007-9934】
13時30分
～15時30分
まほらホール
自由席

10月
6日（日）

俳優中村敦夫の作・演出によるライフワーク。原発技師の語る一生は、戦後日本の歴史そのもの。そしてあなた
はどんな未来を構想するのかと問いかける。観て共に考えましょう。
※ 前売り1,800円／当日2,000円／障がい者1,000円・介助者無料／高校生500円／中学生以下無料

ボランティアグループ絆結成1周年記念歌謡祭                                                      　【絆（代表 玉津） ☎080-2839-1206】
10時～16時
まほらホール
自由席
無料

10月
12日（土） スコップ三味線および二胡演奏、そしてカラオケと踊りがあります。

～掲載のご希望は三春交流館「まほら」までお願いします～

広報みはる
令和元年９月号

趣
味
・
教
養
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〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX 61-1026〉

〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈子育て支援課　☎ 62-0055　FAX 62-3232〉

おしゃべりして楽しいひと時を過ごしてみませんか。

保育士さんと一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。

ハピハピＤaｙ

対　象行　事 日　時 場　所

おはなし“あのね”

9月6日（金）
11時～12時

9月4日（水）
11時30分～

就学前のお子さんと
お母さん

内　容

地域
子育て支援
センター

図書館のスタッフがきて楽しいお話をします。出前おはなし会 9月11日（水）
10時30分～11時

季節の製作を親子でつくり持ち帰ります。たのしいせいさく 9月13日（金）
11時30分～

就学前の9月生まれの
お子さんと保護者

手作りの誕生カードに写真を貼り、身長・体重や手形を押して
つくります。大きなケーキを囲んで9月生まれのお友達をみん
なでお祝いします。
※ 当日参加できなくても誕生カードを差し上げますので予約
　をお願いします。

お誕生会
9月生まれ
（要予約）

9月20日（金）
11時～
申込期限9月13日（金）

0歳～1歳位までの
お子さんと保護者

保健師・栄養士から具体的に話を聞けます。
母子手帳をお持ちください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

のびのびの日 9月27日（金）
10時～12時

令和元年5月11日
～6月10日生まれ

母子手帳・問診票・「ほっと」・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・「ほっと」・バスタオル

平成30年11月1日
～11月30日生まれ 母子手帳・問診票・「ほっと」・バスタオル

平成30年2月1日
～2月28日生まれ

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所
9月17日（火）
13時集合3～4か月児

持参物

9月19日（木）
13時集合1歳6か月児

9～10か月児 9月25日（水）
9時集合

保健センター

母子手帳・問診票・「ほっと」・尿・歯ブラシ・コップ・タオル平成28年3月1日
～4月1日生まれ

9月18日（水）
13時集合3歳6か月児

町立三春病院

保健センター

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前 10 時～正午／午後 1 時～ 3 時

9月22日（日）
14時30分～15時15分

9月19日（木）
10時30分～11時絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦

日ようおはなし会

対　象行　事 日　時 場　所

町内外の３歳～小学生
その他どなたでも

町民図書館

今月の行事をお知らせします
　図書館・児童生活センター・地域子育て
支援センター・子育て支援課の今月の行事
をお知らせします。
　詳しい内容はお問い合わせください。

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX 62-8669〉

9月28日（土）
9時30分～11時30分
（９時集合）
申込期限9月10日（火）

内　容：「陶芸教室」バスで自然観察ステーションに行
きます。どんな作品ができるのか楽しみですね。
参加料：500円　持参物：タオル・水筒・帽子
その他：汚れても良い服装で参加してください。作品は
約1か月後に手元に届きます。
申込先：児童生活センター（三春小学校内）へ参加費
を添えてお申し込みください。申込み後欠席となっても
返金できません。

理科クラブ 小学生
三春小
わんぱく
クラブ室

対　象行　事 日　時 場　所 内容等

9月7日（土）
10時～11時
申込期限9月3日（火）

内　容：「となりの棒キャッチ」棒を持って三角形を作り
棒を倒さないようにキャッチします。３人一組で行うチ
ームプレイなので、協力して頑張ろう！！
参加料：100円
持参物：うわばき・タオル・着替え・水筒
申込先：児童生活センター（三春小学校内）・御木沢児
童クラブへ参加料を添えてお申し込みください。当日欠
席となっても返金できません。

体育館で
体をうごかそう

小学生 御木沢小
体育館

9月21日（土）
10時～11時30分
申込期限9月10日（火）

内　容：絵本・紙芝居の読み聞かせ、ビデオ上映
参加料：無料
申込先：児童生活センター（三春小学校内）へお申し込
みください。

ミニシアター 幼児・児童・保護者
（幼児は保護者同伴）

三春小
わんぱく
クラブ室

★ 参加申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。（☎ 62-8666）

広報みはる
令和元年９月号
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9月25日（水）

9月9日（月）

9月24日（火）

岩江子育てサロン　
わいわい広場

時間名称 活動日 場所

10時

12時

合同サークル

たんぽぽクラブ 無料

無料

岩江センター

ペップキッズ
（郡山市）

子育て
支援センター

活動内容 費用

無料

〜

バス遠足
※要予約
たのしいせいさく
(ハロウィン)

自由遊び

9月26日（木）さくらちびっこ
サークル 八島台集会所

おやつ代
100円

絵本読み聞かせ

　

各
サ
ー
ク
ル
と
も
随
時
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
行

事
な
ど
単
発
の
参
加
も
歓
迎
し
て

い
ま
す
。）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
お

住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
参
加

で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

３
２
３
２

わ
ら
べ
う
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
＆
事
前
交
流
会

　

11
月
に
乳
児
を
対
象
と
し
た
ベ

イ
ビ
ー
シ
ア
タ
ー
「
か
ら
だ
う
た 

し
ず
く
の
ひ
」
の
公
演
が
予
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
先
立
ち

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

わ
ら
べ
う
た
を
中
心
に
届
け
る

心
豊
か
な
遊
び
の
時
間
で
す
。
わ

ら
べ
う
た
は
、
子
ど
も
の
情
緒
の

安
定
や
成
長
発
達
に
良
い
影
響
を

与
え
る
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
待
つ

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
子
育
て
の

知
恵
が
た
く
さ
ん
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼ 

日
時

 　

10
月
８
日
（
火
）

 　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
40
分

▼ 

場
所

 　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象
者　
０
～
２
歳
ま
で
の
親

　

子
（
先
着
15
組
）

▼ 

申
込
期
限　
９
月
27
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

３
２
３
２

﹁
離
乳
食
教
室
﹂

▼ 

日
時　
９
月
17
日
（
火
）

 　
　
　
　

午
前
10
時
～

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　

 

調
理
室

▼ 

内
容　
離
乳
食
作
り
（
進
め
方

　

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話

　

し
し
ま
す
）

▼ 

持
参
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

　

お
ん
ぶ
ひ
も

▼ 

申
込
期
限　
９
月
12
日
（
木
）

▼ 

募
集
人
数　
先
着
５
名

▼ 

そ
の
他　
参
加
費
無
料
。
お
子

　

さ
ん
が
一
緒
の
場
合
は
申
込
み

　

の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　
 

子
育
て
支
援
課

　

 
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

３
２
３
２

広報みはる
令和元年９月号

昨年度のようす

子
ど
も
・
親
子
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月の お すす め 本

※ 新着コーナーには、９月 5日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375　FAX 61-1026

『字のないはがき』
向田邦子／原作

角田光代／文　西加奈子／絵

『まあまあふうふう。』
八千草薫／著
主婦と生活社

　向田邦子のエッセイを元にした絵
本です。戦時中、田舎へ疎開するこ
とになった、字もまだ書けない「ち
いさないもうと」。お父さんはたく
さんの葉書を用意し、元気な日はマ
ルを書いてポストに入れなさい、と
妹に渡しました。初めは葉書いっぱ
いの大きなマルでしたが、だんだん
小さくなり……戦争がもたらした悲
しみを感じさせる１冊です。

　女優・八千草薫のエッセイ
です。日々の暮らしのこと、
仕事のこと、歳をとること
などについてなどを、八千草
さんらしい優しい語り口でつ
づっています。
　「（ちょうど）良い加減」を
大切にする、豊かな生き方に
憧れる方も多いのではないで
しょうか。

マ
チ
の
お
気
楽
料
理
教
室
（
秋
川
滝
美
）
／
鬼
を
待
つ
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）
／

家
康
謀
殺
（
伊
東
潤
）
／
空
と
湖
水 

夭
折
の
画
家 

三
橋
節
子
（
植
松
三
十
里
）

／
大
阪
の
陣（
岡
田
秀
文
）／
ア
タ
ラ
ク
シ
ア（
金
原
ひ
と
み
）／
化
物
蝋
燭（
木

内
昇
）／
亥
子
こ
ろ
こ
ろ（
西
條
奈
加
）／
旧
友
再
会（
重
松
清
）／
織
田
一
の
男
、

丹
羽
長
秀
（
佐
々
木
功
）
／
源
平
の
怨
霊 

小
余
綾
俊
輔
の
最
終
講
義
（
高
田
崇

史
）／
育
休
刑
事（
似
鳥
鶏
）／
サ
リ
エ
ル
の
命
題（
楡
周
平
）／
出
身
成
分（
松

岡
圭
祐
）
／
決
戦
！
広
島
城 

天
下
大
乱
の
火
種
を
消
す
べ
し
（
松
永
弘
高
）
／

い
か
れ
こ
ろ
（
三
国
美
千
子
）
／
カ
ザ
ア
ナ
（
森
絵
都
）
／
不
知
火
の
ほ
と
り

で 

石
牟
礼
道
子
終
焉
記
（
米
本
浩
二
）
／
ス
ト
ー
リ
ー
・
オ
ブ
・
マ
イ
・
キ
ャ

リ
ア 「
赤
毛
の
ア
ン
」が
生
ま
れ
る
ま
で（
Ｌ
．
Ｍ
．
モ
ン
ゴ
メ
リ 

水
谷
利
美
訳
）

／
世
界
を
救
う
１
０
０
歳
老
人
（
ヨ
ナ
ス
・
ヨ
ナ
ソ
ン 

中
村
久
里
子
訳
）

『まあまあふうふう。』
読
み
物
・
文
芸

一
般
書

『字のないはがき』

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入

会
説
明
会

▼ 

日
時　
９
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～（
１
時
間
程
度
）

▼ 

場
所　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼ 

入
会
資
格　
三
春
町
在
住
で
60

　

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

　

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入

　

で
き
ま
す
。
日
程
が
合
わ
な
い

出
産
前
後
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
に
な
り
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

免
除
制
度
で
す
。
届
出
は
出
産
予

定
日
の
６
か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
。

　

届
出
用
紙
は
、
日
本
年
金
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る

か
、
住
民
課
窓
口
ま
た
は
年
金
事

務
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼ 

対
象　
平
成
31
年
２
月
１
日
以

　

降
に
出
産
を
し
た
方

▼ 

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
ま
た

　

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月

　

か
ら
４
か
月
間

※ 

出
産
と
は
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）

　

以
上
の
出
産
の
こ
と
。（
死
産
、

　

流
産
、
早
産
さ
れ
た
方
を
含
む
）

▼ 

問
▽ 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４︲

９
３
２︲

３
４
３
４

▽ 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

８
１
２
６

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

５
１
５
５

三
春
町
就
職
相
談
会

▼ 

日
時

　

 

９
月
11
日
（
水
）

 　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　

 　
　
　

１
階 

楽
屋
Ｂ

▼ 

対
象
者

▽ 

町
内
に
居
住
す
る
方
（
新
卒
学

　

生
等
も
含
む
）

▽ 

震
災
等
の
影
響
に
よ
り
町
内
へ

　

避
難
さ
れ
て
い
る
方

▼ 

実
施
内
容

　

就
職
相
談
・
職
業
紹
介
・
応
募

書
類
作
成
補
助

▼ 

そ
の
他

▽ 
ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援
セ

　

ン
タ
ー
の
専
任
の
相
談
員
が
対

　

応
し
ま
す
。

▽ 

相
談
費
用
は
無
料
で
す
。

▽ 

事
前
予
約
も
可
能
で
す
。

※ 

予
約
来
場
者
優
先
と
な
り
ま
す
。

▼ 

予
約
・
問

▽ 

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援
セ

　
ン
タ
ー 

郡
山
事
務
所

　

 　
　

☎
０
２
４︲

９
２
５︲

０
８
１
１

▽ 

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

３
９
６
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

３
３
０
０

　

方
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
扱

　
う
仕
事（
例
）　
屋
内
外
の
清
掃
、

　

除
草
、
農
作
業
、
墓
地
清
掃
、
空

　

き
家
の
見
回
り
、
植
木
の
剪
定
、

　

手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木
工
品
、

　

手
芸
品
）
の
制
作
と
販
売

▼ 

問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62︲

７
３
０
８

消
費
税
率
引
上
げ

▼ 

問

　

 

消
費
税
軽
減
税
率
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
１
２
０︲

２
０
５︲

５
５
３

広報みはる
令和元年９月号
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内
部
被
ば
く
検
査
︵
須
賀
川
市
︶

　

９
月
９
日
よ
り
県
の
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
搭
載
車
両
に
よ

る
内
部
被
ば
く
検
査
を
開
始
し
ま

す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
程

 　

毎
週
月
曜
、
第
２
・
４
土
曜
日

 　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼ 

場
所

 　
須
賀
川
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
須
賀
川
市
諏
訪
町
67︲

１
）

▼ 

申
込
方
法

　

完
全
予
約
制
。
希
望
日
の
前
週

の
金
曜
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
／
土
日
祝
・
年
末
年
始

を
除
く
）

　

☎
０
８
０︲

５
７
４
４︲

０
３
３
４

▼ 

問

　

 

福
島
県
県
民
健
康
調
査
課

　

 

☎
０
２
４︲

５
２
１︲

８
２
１
９

10
月
１
日
〜
新
し
い
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
に
切
り

か
わ
り
ま
す

◎ 

新
し
い
被
保
険
者
証　
９
月
末

　

日
ま
で
に
簡
易
書
留
郵
便
に
よ

　

り
お
届
け
し
ま
す
。
期
間
内
に

　

届
か
な
か
っ
た
り
、
記
載
内
容

　

に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 

古
い
被
保
険
者
証　
10
月
１
日

　

以
降
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
役

　

場
窓
口
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

◎ 
国
保
を
や
め
る
手
続
き　
職
場

　

の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と

　

き
は
14
日
以
内
に
届
出
が
必
要
で

　

す
。
届
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
税

　

が
二
重
払
い
に
な
っ
た
り
医
療
費

　

の
返
還
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
す

　

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
新
し

　

く
加
入
し
た
被
保
険
者
証
を

　

持
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
役

　

場
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

保
健
福
祉
課

　

 

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

５
１
１
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

０
２
０
２

９
月
24
〜
30
日 

結
核
予
防
週
間

　

結
核
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
よ
り
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
結
核
に
関
心
を
持
ち
、
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
予
防
講
座

　

運
動
と
栄
養
の
両
面
か
ら
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
学
び
ま

し
ょ
う
。

12月  6日（金）
12月20日（金）

10月7日（月）
または21日（月）

月　日 時　間
10月  7日（月）

内　容

10時
～11時30分

運動について講話・実技
「健やかな体づくりのための運動」
講師：日本体育協会公認
　　  スポーツ指導者

10月21日（月）
11月  1日（金）
11月15日（金）

11時30分
～13時

栄養について講話・試食
「適正量のバランス食」
講師：町栄養士・ヘルスメイト

▼ 

対
象
者　
75
歳
未
満
の
運
動
制

　

限
の
な
い
方

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

参
加
費　
無
料

▼ 

定
員　
35
名

▼ 

申
込
期
限　
９
月
17
日
（
火
）

▼ 

申
込
・
問

　

 

保
健
福
祉
課

　

 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

５
１
１
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

０
２
０
２

健
康
づ
く
り
応
援
フ
ェ
ア
開
催

　

教
室
に
参
加
希
望
の
方
は
事
前

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
カ

　

ー
ド
、
三
春
町
健
康
づ
く
り
ポ

　

イ
ン
ト
事
業
対
象

◎ 

町
民
健
康
づ
く
り
講
演
会

▼ 

講
演
会
名
／
日
時

▽ 

み
ん
な
で
知
ろ
う
！
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

　

９
月
３
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽ 

が
ん
予
防
の
た
め
に
～
胃
が
ん

　

大
腸
が
ん
に
打
ち
勝
つ
～

　

９
月
５
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽ 

安
心
安
全
な
食
生
活
を
送
る
た

　

め
に
、
食
品
衛
生
に
つ
い
て
学

　

ぼ
う
／
９
月
５
日
（
木
）
午
後

　

１
時
～
３
時

◎ 

健
康
づ
く
り
応
援
フ
ェ
ア
特
別
企
画

▼ 

種
類
・
教
室
名
／
日
時

▽ 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
／
９

　

月
３
日
（
火
）
～
13
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

▽ 

ふ
く
し
ま
”
食
の
基
本
“
教
室

　

調
理
実
習
／
９
月
６
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

▽ 

減
塩
み
そ
汁
試
食
コ
ー
ナ
ー

　

９
月
10
日
（
火
）
～
12
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽ 

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

　

９
月
11
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

▽ 

ロ
コ
モ
・
関
節
痛
予
防
足
腰
げ

　

ん
き
教
室
／
９
月
11
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

▽ 

40
歳
代
・
50
歳
代
特
別
企
画 

　

早
く
か
ら
学
ん
で
お
き
た
い
お

　

金
と
健
康
／
９
月
11
日
（
水
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

※ 

開
催
場
所
は
す
べ
て
保
健
セ
ン

　

タ
ー
で
す
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

保
健
福
祉
課

　

 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

５
１
１
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

０
２
０
２

◎ 

結
核
と
は　
結
核
菌
に
よ
り
主

　

に
肺
に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
。

　

発
病
し
重
症
化
し
て
い
る
人
の

　

咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の
空
気
感

　

染
に
よ
り
う
つ
り
ま
す
。

◎ 

重
症
化
前
に
早
期
受
診
を　
痰

　

の
か
ら
む
咳
や
微
熱
・
身
体
の
だ

　

る
さ
が
２
週
間
以
上
続
く
場
合

◎ 

年
１
回
健
診
受
診
を　
65
歳
以

　

上
の
方
は
年
１
回
胸
部
レ
ン
ト

　

ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎ 

生
後
５
〜
８
か
月
に
必
ず
Ｂ
Ｃ

　
Ｇ
接
種
を　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
結
核
に

　

対
す
る
免
疫
を
つ
け
て
乳
児
の

　

重
症
化
を
防
ぐ
予
防
接
種
で
す
。

▼ 

問
▽ 

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

 

医
療
薬
事
課

　

 

☎
０
２
４
８︲

75︲

７
８
２
７

▽ 

保
健
福
祉
課

　
 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　
 　

　

☎
62︲

５
１
１
０

　
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

０
２
０
２

三
春
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
告
主
募
集
中
！

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

広
告
掲
載
料

 

　
１
か
月
に
つ
き
１
万
円

※ 

連
続
12
回　

10
万
円

▼ 

申
込
・
問

 　

総
務
課 

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

 　
　
　

☎
62︲

８
１
２
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61︲

１
１
１
０

広報みはる
令和元年９月号

年　

金

仕　

事

健　

康

税　

金
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水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ

◎ 

水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
９
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

　

ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お
く
。

◎ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水

量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い

た
だ
く
料
金
で
す
。

　

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

◎ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
水
道
料
金
を
支
払
う
制
度
で

す
。
各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融

機
関
届
出
印
鑑
と
通
帳
を
持
参
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

福
島
さ
く
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、

大
東
銀
行
、
福
島
銀
行
、
郡
山
信

用
金
庫
、
東
北
労
働
金
庫
各
本
支

店
、
郵
便
局

◎ 

量
水
器
の
交
換
を
し
ま
す

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
該
当
す
る
量
水
器
は
、

次
の
公
認
業
者
が
お
宅
へ
う
か
が

い
交
換
作
業
を
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
担
当
よ
り
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
、（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
、（
有
）
柳
沼
設
備
、
吉

村
管
工
所
、
神
設
備
、(

株
）
三

立
設
備

▼ 

交
換
手
数
料　
無
料

※ 

業
者
が
料
金
を
請
求
す
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
企
業
局

　

 　
　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

 　
　
　
　

☎
62︲

２
５
０
０

　

 　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

２
６
６
６

空
き
家
の
適
正
管
理

◎ 

定
期
的
な
見
回
り
や
管
理
を

　

定
期
的
に
立
ち
木
の
伐
採
や
雑

草
の
除
去
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
に
夏
季
は
、
雑
草
や
枝
が
繁
茂

し
や
す
く
、
害
虫
な
ど
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
季

は
火
災
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

自
分
で
管
理
で
き
な
い
場
合
は

業
者
に
依
頼
す
る
な
ど
し
て
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
62︲

７
３
０
８
）
で
は
、
空
家
の
見
回

り
作
業
や
除
草
、
植
木
の
手
入
れ

な
ど
を
有
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◎ 

町
の
空
き
家
対
策

▽ 

三
春
町
空
き
家
等
情
報
窓
口

　

皆
さ
ん
の
空
き
家
や
空
き
地
を

空
き
家
等
情
報
窓
口
（
通
称
：
空

き
家
バ
ン
ク
）
に
登
録
し
、
利
用

希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。

　

空
き
家
等
を
お
持
ち
で
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽ 

既
存
建
物
状
況
調
査

　

安
心
し
て
空
き
家
の
売
買
が
行

え
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
空

き
家
等
情
報
窓
口
に
掲
載
し
た
物

件
の
建
物
状
況
調
査
（
国
土
交
通

省
の
定
め
る
講
習
を
修
了
し
た
建

築
士
が
、
建
物
の
基
礎
、
外
壁
な

ど
の
ひ
び
割
れ
、
雨
漏
り
等
の
劣

化
・
不
具
合
の
状
況
を
調
査
す
る

も
の
）
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

企
画
政
策
課

　

 

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

１
１
２
２

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61︲

１
１
１
０

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
が
購

入
で
き
る
﹁
購
入
引
換
券
﹂

申
請
受
付
中

　

令
和
元
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
の
方
を
対
象
に
、
保
健
福
祉
課

よ
り
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

購
入
を
希
望
す
る
方
は
12
月
27
日

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

３
歳
未
満
の
子
育
て
世
帯
向
け

　
商
品
券
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和

元
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
の
属
す
る
世
帯
主
を
対
象
と
し

た
購
入
引
換
券
に
つ
い
て
は
、
申

請
は
不
要
で
す
。
９
月
中
旬
か
ら

順
次
、
対
象
と
な
る
世
帯
主
に
直

接
送
付
し
ま
す
。

◎ 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い
て

▼ 

販
売
・
使
用
可
能
期
間

　

 

10
月
１
日
（
火
）
～

　

 

令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

▼ 

使
用
可
能
店
舗

　

町
内
の
事
業
所
・
店
舗
な
ど
（
取

扱
可
能
店
舗
は
８
月
末
ま
で
公
募

し
て
お
り
、
正
式
に
決
定
次
第
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼ 

商
品
券
販
売
場
所
等

▽ 

平
日
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）

　

簡
易
郵
便
局
を
除
く
町
内
の
郵

便
局
（
三
春
郵
便
局
、
三
春
八
幡

町
郵
便
局
、
三
春
駅
前
郵
便
局
、

中
妻
郵
便
局
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽ 
日
曜
日
（
10
月
〜
３
月
ま
で
の

　
第
３
日
曜
日
の
み
）

　

三
春
町
商
工
会

　

午
前
９
時
～
正
午

※ 

土
曜
日
お
よ
び
上
記
以
外
の
日

　

曜
日
、
祝
日
に
つ
い
て
は
販
売

　

し
ま
せ
ん
。

▼ 

購
入
可
能
額

　

ひ
と
綴
り
５
、０
０
０
円
の
商

品
券
を
４
、０
０
０
円
で
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
、
最
大
５
冊
ま
で

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

購
入
方
法

　
「
購
入
引
換
券
」
を
商
品
券
販

売
場
所
に
持
参
し
、
希
望
す
る
冊

数
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
▽ 

申
請
（
非
課
税
の
方
）

　

 

保
健
福
祉
課

　

 

社
会
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62︲

３
１
６
６

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

５
６
７
８

▽ 

子
育
て
世
帯

　

 

子
育
て
支
援
課

 　

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62︲

０
０
５
５

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

３
２
３
２

▽ 

商
品
券
全
般

　

 

企
画
政
策
課

　

 

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62︲

１
１
２
２

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
61︲

１
１
１
０

広報みはる
令和元年９月号
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古
本
を
差
し
上
げ
ま
す

　

図
書
館
で
利
用
し
て
い
た
図
書

の
う
ち
古
く
な
っ
た
も
の
に
つ
い

て
、
希
望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。（
冊
数
制
限
な
し
）

　

対
象
本
は
、
書
庫
に
保
管
し
て

い
た
一
般
書
（
社
会
科
学
系
や
医

学
・
健
康
、
小
説
・
外
国
文
学
）、

絵
本
な
ど
で
す
。
廃
棄
予
定
資
料

の
リ
ス
ト
を
図
書
館
内
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

▼ 

期
間

　

 

９
月
18
日
（
水
）
～
29
日
（
日
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※ 

23
日
（
休
館
日
）
を
除
く

▼ 

場
所　
図
書
館
貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー
前

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　

 　
　
　
　

☎
62︲

３
３
７
５

　

 　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
61︲

１
０
２
６

２
０
１
９
三
春
ウ
オ
ー
ク

〜
秋
の
城
下
町
史
跡
巡
り
〜

▼ 

日
時

 　
11
月
２
日
（
土
）
午
前
10
時
～

※ 

最
終
ゴ
ー
ル
午
後
２
時

▼ 

コ
ー
ス　
三
春
町
運
動
公
園
を

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
約

　

10
㎞
の
特
設
コ
ー
ス

▼ 

参
加
料

▽ 

事
前
申
込　

大
人
５
０
０
円
、

　

中
学
生
以
下
３
０
０
円

▽ 
当
日
申
込　

大
人
７
０
０
円
、

　

中
学
生
以
下
５
０
０
円

野
生
き
の
こ
の
出
荷
制
限

　

野
生
き
の
こ
は
、
三
春
町
を
含

む
県
内
55
市
町
村
で
出
荷
が
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
市
町

村
で
採
取
さ
れ
た
も
の
は
、
出
荷

で
き
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
加

工
食
品
の
原
料
と
し
て
も
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽ 

野
生
き
の
こ
を
見
つ
け
た
と
き

　

は
、
産
業
課
や
県
中
農
林
事
務

　

所
に
連
絡
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検

　

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽ 
自
家
消
費
用
の
野
生
き
の
こ
は

　

放
射
性
物
質
の
検
査
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽ 

食
用
と
毒
き
の
こ
の
見
分
け
が

　

つ
か
な
い
も
の
は
採
ら
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

問
▽ 

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62︲

２
１
１
２

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

３
３
０
０

▽ 

県
中
農
林
事
務
所
林
業
課

 　

☎
０
２
４︲

９
３
５︲

１
３
６
７

各
地
区
で
敬
老
会
開
催

　

９
月
16
日
の
「
敬
老
の
日
」
を

中
心
に
町
内
各
地
で
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
年
招
待
さ
れ
る

の
は
、
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

　

今
年
よ
り
祝
品
、
祝
金
の
贈
呈

対
象
者
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
77
歳
の
方
に
祝
品
を
、

80
歳
、
88
歳
、
90
歳
の
方
に
祝
金

を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼ 

問

　

 

保
健
福
祉
課

　

 

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62︲

３
１
６
６

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

５
６
７
８

地区名
三春地区
沢石地区
要田地区
御木沢地区
岩江地区
中妻地区
中郷地区
あぶくま荘
敬老園
ほほえみの里

月日 場所 受付時間 式典開始
9月16日
9月15日
9月16日
9月14日
9月15日
9月14日
9月15日
9月19日
9月   9日
9月21日

三春交流館「まほら」
沢石会館
旧要田中学校交流施設体育館
御木沢小学校体育館
岩江小学校体育館
中妻小学校体育館
中郷小学校体育館
特別養護老人ホームあぶくま荘
養護老人ホーム三春町敬老園
特別養護老人ホームほほえみの里

9時00分 ～ 10時00分
9時00分 ～ 10時00分
8時40分 ～    9時40分
8時30分 ～ 10時00分
9時00分 ～ 10時00分
8時30分 ～    9時30分
8時45分 ～    9時10分

10時00分
10時00分
10時00分
10時00分
10時00分
10時00分
  9時30分
10時30分
11時00分
11時00分

広報みはる
令和元年９月号

▼ 

同
時
開
催 

奥
州
三
春
数
珠
巡
り

　

町
内
の
寺
院
を
巡
っ
て
ひ
と
玉

ひ
と
玉
ご
祈
祷
・
ご
祈
願
さ
れ
た

数
珠
玉
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
別
費
用
が
発
生
し
ま
す
。）

▼ 

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
の
往

　

信
裏
面
に
「
①
郵
便
番
号
②
住

　

所
③
電
話
番
号
④
氏
名
（
団
体

　

の
場
合
は
代
表
者
）
⑤
年
齢
⑥

　

性
別
⑦
参
加
人
数
⑧
数
珠
め
ぐ

　

り
の
参
加
の
す
る
・
し
な
い
」
を

　

明
記
し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

団
体
で
の
申
込
は
代
表
者
名
、

　

参
加
人
数
、
年
齢
構
成
な
ど
を

　

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
先

 　
〒
９
６
０︲

８
６
０
２

 　

福
島
市
太
田
町
13︲

17

　

 

福
島
民
報
社
事
業
局
内

　

 「
２
０
１
９
三
春
ウ
オ
ー
ク
」
係

▼ 

申
込
・
問

▽ 

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

 　
　
　

☎
62︲

３
９
６
０

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

３
３
０
０

▽ 

福
島
民
報
社
事
業
局

 　

☎
０
２
４︲

５
３
１︲

４
１
７
１ 三春ウオーク 2018のようす

歴
史
民
俗
資
料
館
・
郷
土
人

形
館
臨
時
休
館

　

歴
史
民
俗
資
料
館
と
郷
土
人
形

館
で
は
、
大
切
な
資
料
を
害
虫
や

カ
ビ
な
ど
か
ら
守
る
く
ん
蒸
作
業

を
行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
臨
時

休
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
郷
土
人
形
館
で
は
こ
の

期
間
に
展
示
資
料
の
入
替
え
が
行

わ
れ
ま
す
。「
木
村
忠
夫
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
色
紙
展
」
の
終
了
に
と
も

な
い
、
展
示
品
が
一
新
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼ 
臨
時
休
館
期
間

　

 

９
月
10
日
（
火
）
～
13
日
（
金
）

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

 　
　
　
　
　

☎
62︲
５
２
６
３

 　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲
６
９
５
３

９
月
１
〜
10
日

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

　

町
で
は
、
ま
ち
の
美
観
や
自
然

環
境
を
守
る
た
め
、「
は
り
紙
、
は

り
札
、立
看
板
、広
告
板
、広
告
塔
」

な
ど
の
屋
外
広
告
物
の
設
置
に
関

し
て
、
福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例

に
基
づ
い
て
屋
外
広
告
物
を
表
示

で
き
る
場
所
や
、
大
き
さ
な
ど
を

定
め
て
い
ま
す
。 

　

屋
外
広
告
物
の
設
置
に
は
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
町
へ
相
談
し
、
規
制
の
内
容
に

つ
い
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
県
内
で
屋
外
広
告
業
を

営
む
た
め
に
は
事
前
に
知
事
の
登

録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
の
表
示
の
ル
ー
ル

を
守
り
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ

　

 　
　
　
　

☎
62︲

２
１
１
３

　

 　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

３
３
０
０

暮
ら
し
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和
算
家　
助す
け
川が
わ
音お
と
松ま
つ

　

日
本
で
独
自
に
発
達
し
た
数

学
を
和
算
と
い
い
ま
す
。
和
算

を
志
す
人
は
、
関せ

き

流り
ゅ
う

や
最さ

い

上じ
ょ
う

流り
ゅ
う

な
ど
と
い
っ
た
各
流
派
の
弟
子

と
な
っ
て
、
師
匠
の
下
で
基
本

的
な
計
算
方
法
や
、
測
量
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
彼
ら
が
神
社

や
寺
な
ど
に
、
自
身
の
上
達
を

願
っ
て
掲
げ
た
の
が
算
額
で
す
。

　

田
村
郡
に
算
額
が
多
く
見
ら

れ
る
の
は
、
最
上
流
を
学
ん
だ

佐さ

久く

間ま

庸よ
う

軒け
ん

が
、
２
千
人
に
も

及
ぶ
門
弟
に
精
力
的
に
和
算
を

教
え
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
庸

軒
は
今
の
田
村
市
船
引
町
石
森

の
出
身
で
、
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
三
春
藩
の
藩
校
な
ど
で

も
教
え
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く

の
門
下
生
の
中
で
も
助
川
音
松

は
格
段
の
速
さ
で
免
許
皆
伝
に

至
っ
た
高
弟
で
し
た
。

　

音
松
は
安
政
６
（
１
８
５
９
）

年
、
現
在
の
田
村
市
船
引
町
に

生
ま
れ
、
明
治
16
（
１
８
８
３
）

年
に
庸
軒
塾
に
入
っ
て
数
学
を

学
び
始
め
、
17
年
に
は
指
南
免

状
を
得
て
庸
軒
塾
の
塾
長
に
な

り
、
後
に
は
北
海
道
に
渡
り
、

橋
の
建
設
な
ど
に
も
携
わ
り
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
明
治
政
府
は
、
新

し
い
学
校
制
度
に
、
日
本
で
発

達
し
た
和
算
を
生
か
そ
う
と
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
西
洋
で
確

立
さ
れ
た
数
学
が
採
用
さ
れ
る

と
、
次
第
に
和
算
を
学
ぶ
人
は

減
り
ま
す
。

　

音
松
ら
庸
軒
門
下
生
は
、
大

正
４
年
に
県
の
認
可
を
得
て
、

新
町
に
私
立
庸
軒
義
塾
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
希
望

者
は
集
ま
ら
ず
、
三
春
で
も
、

和
算
は
忘
れ
ら
れ
て
行
く
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

　

音
松
が
一
つ
一
つ
筆
写
し
た

佐
久
間
庸
軒
の
著
作
は
、
現
在

資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼ 

問

 　
歴
史
民
俗
資
料
館

 　
　
　

☎
62︲

５
２
６
３

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

６
９
５
３

明治 17年に音松に出された指南免状（部分）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
状
況

　

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
市
区
町
村

別
交
付
枚
数
が
発
表
さ
れ
、
三
春

町
は
全
国
で
第
９
位
と
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
申
請
し
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

　
す
る
と
・
・
・
コ
ン
ビ
ニ
で
住

　

民
票
や
印
鑑
証
明
書
を
取
得
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
15
歳
以

　

上
に
限
る
）
／
写
真
付
き
の
身

　

分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

▼ 

問　
住
民
課 
住
民
グ
ル
ー
プ

　

 　
　
　
　

☎
62︲
８
１
２
６

　

 　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲
５
１
５
５

広報みはる
令和元年９月号

９
月
20
〜
26
日 

動
物
愛
護
週
間

◎ 

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

飼
い
犬
が
放
し
飼
い
に
さ
れ
て

い
て
怖
い
と
の
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
県
の
条
例
に
よ

り
飼
い
犬
の
け
い
留
（
鎖
等
で
つ

な
ぐ
、
お
り
に
入
れ
る
）
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い

は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎ 

飼
い
犬
等
の
フ
ン
は
飼
い
主
が

　
責
任
を
も
っ
て

　

飼
い
犬
等
の
フ
ン
の
後
始
末
が

さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
と
の
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
フ
ン
を

持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

野
良
犬
、
野
良
猫
に
安
易
に
エ

　
サ
を
与
え
な
い
で

　

野
良
犬
や
野
良
猫
に
安
易
に
エ

サ
を
あ
げ
る
と
、
そ
こ
に
住
み
つ

き
、
畑
を
荒
ら
し
た
り
人
に
危
害

を
加
え
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
犬
や
猫
の
フ
ン
な
ど
に
よ

る
衛
生
上
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
「
野
良
犬
、
野
良
猫
が

庭
先
に
フ
ン
を
し
て
困
っ
て
い

る
」
な
ど
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
責
任
を
も
っ
て
飼
う
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
野

良
犬
や
野
良
猫
に
エ
サ
を
あ
げ
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問

　

 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

２
１
４
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

５
１
５
５

桜
川
河
川
清
掃
実
施

　

９
月
27
日
、
大
町
地
内
桜
谷
橋

か
ら
八
幡
町
地
内
雁
木
田
橋
の
区

間
に
か
け
て
桜
川
の
河
川
清
掃
を

実
施
し
ま
す
。

　

福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
・
三

春
町
建
設
業
組
合
・
三
春
町
役
場

の
３
団
体
で
、
桜
川
の
草
刈
り
や

ご
み
拾
い
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
草
等
の
搬
出
作
業
に
よ
り
、

桜
川
沿
線
の
町
道
は
車
輌
が
通
行

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方

で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
の
作

業
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

荒
天
時
は
10
月
２
日
（
水
）
に

　

延
期
と
な
り
ま
す
。

▼ 

規
制
日
時　
９
月
27
日
（
金
）

　

 　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

※ 

延
期
の
際
も
同
様
と
な
り
ま
す
。

▼ 

問　
建
設
課 

建
設
グ
ル
ー
プ

　

 　
　
　
　

☎
62︲

２
１
１
５

　

 　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

３
３
０
０
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広報みはる
令和元年９月号

令
和
２
年
三
春
町
成
人
式

▼ 
日
時

 　
令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

※ 

成
人
の
日
の
前
日

▽ 

受
付　

午
後
０
時
30
分

▽ 

式
典　

午
後
１
時
30
分

▼ 

場
所

 　
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

▼ 

該
当
者　
平
成
11
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住

　

者
ま
た
は
出
身
者
。
三
春
町
出

　

身
で
町
外
在
住
の
方
も
出
席
で

　

き
ま
す
。
令
和
元
年
９
月
１
日

　

現
在
三
春
町
に
住
所
が
な
い
方

　

に
は
案
内
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ

　

ま
せ
ん
の
で
、
出
席
希
望
の
方

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

町
内
に
住
民
登
録
（
令
和
元
年

　

９
月
１
日
現
在
）
さ
れ
て
い
る

　

方
に
は
11
月
中
に
案
内
状
を
郵

　

送
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

 　
生
涯
学
習
課

　

 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

３
８
３
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

４
７
２
７

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。

駅南ヶ丘団地57号棟
（中耐4階建・S57年）

所在地：八島台五丁目1-3
家賃：15,000円～29,500円

3DK 無
1戸

（4階・402号室）

かつぎばし団地 南棟
（中耐4階建・H2年）

団地名／構造・建築年

所在地：担橋一丁目5-4
家賃：18,400円～36,200円

所在地・家賃

3LDK

募集戸数

有（1台）

間取 駐車場

1戸
（2階・132室）

※ 駐車場使用料は1か月2,000円です。

　

敷
金
は
、
家
賃
の
３
か
月
分
で

す
。
入
居
の
際
は
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

　

家
賃
と
は
別
に
、
駐
車
場
使
用

料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
備
付
の
申
込
書
に
所
定

の
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な
書

類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
や
電
話
に
よ
る
申
込
受

付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

申
込
期
間

 　

９
月
17
日
（
火
）
～
20
日
（
金
）

 　
（
土
日
を
除
く
）

▼ 

提
出
書
類

　

申
込
書
、
入
居
者
予
定
者
全
員

の
住
民
票
、
有
所
得
者
の
所
得
証

明
書
、
市
区
町
村
民
税
を
完
納
し

て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
納

税
証
明
書
）
ほ
か

▼ 

選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
を
受
理
し
た
件
数

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選
考

委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定
時
期

　

 

令
和
元
年
10
月
中
旬

▼ 

入
居
資
格

▽ 

同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

▽ 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

　

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

▽ 

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民

　

健
康
保
険
税
、
軽
自
動
車
税
を

　

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

▽ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

　

※
公
営
住
宅
︙
一
般
世
帯 

月
額

　

所
得
が
15
万
８
千
円
以
下
／
高

　

齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
が
い
る

　

世
帯
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど

　

も
が
い
る
世
帯 

月
額
所
得
が
21

　

万
４
千
円
以
下

▽ 

入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ

　

う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で

　

な
い
こ
と
。

▼ 

注
意
事
項

▽ 

住
宅
等
を
所
有
し
て
い
る
方
は

　

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

▽ 

離
婚
が
成
立
し
て
い
な
い
配
偶

　

者
と
別
居
し
て
の
申
込
み
は
原

　

則
認
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

▽ 

単
身
赴
任
に
よ
る
別
居
は
住
宅

　

に
困
窮
し
て
い
る
と
は
言
え
な

　

い
た
め
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

申
込
・
問

 　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

２
１
１
３

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

３
３
０
０

トンボの
観察会

9月14日（土）
9時30分～11時30分

行事 日時 場　所

陶芸教室
（こども向け）

9月28日（土）
9時30分～11時30分

星を見る会 9月13日（金）・21日（土）
19時～21時

内容 持参品

秋の天体を観察します。

秋の虫の代表のトンボをはじめとした、
昆虫の観察をします。

ねんどで遊ぼう！

特になし

汚れてもいい服装

参加費
大人200円
こども100円

こども500円

ステーション天文台

ステーション

ステーション

花ずみ教室 10月5日（土）
9時30分～12時 花ずみを作ろう！ 100円ステーション

動きやすい服・靴・
虫取り網・カゴ 無料

特になし

自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
情
報

▼ 

申
込
・
問

 　
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

 

☎
61︲

１
５
４
６

暮
ら
し

募　

集
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町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

　

町
議
会
で
は
、
広
聴
活
動
を
通

じ
て
住
民
の
福
祉
向
上
や
地
域
振

興
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
町
民
と

議
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

▼ 

開
催
期
間

 　

10
月
15
日（
火
）～
11
月
15
日（
金
）

※ 

右
記
期
間
以
外
で
も
開
催
可
能

▼ 

対
象
団
体
等

　

５
名
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ

る
町
内
の
団
体
・
町
民
グ
ル
ー
プ

（
町
内
行
政
区
・
隣
組
、
産
業･

経
済
団
体
、
社
会
福
祉
団
体
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
）

▼ 

テ
ー
マ

　
「
三
春
町
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
し
、
次
の
５
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ

か
ら
１
つ
お
選
び
く
だ
さ
い
。

① 

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

② 

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

③ 

地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

④ 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

⑤ 

公
共
施
設
（
役
場
庁
舎
、
図
書

　

館
な
ど
）
の
整
備
に
つ
い
て

　

ま
た
、
申
込
団
体
の
皆
さ
ん
が

別
途
、
テ
ー
マ
を
自
由
に
決
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼ 

申
込
期
間

　

 

９
月
２
日（
月
）～
10
月
31
日（
木
）

※ 

開
催
希
望
日
の
３
週
間
前
を
申

　

込
期
限
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　
「
令
和
元
年
度
町
民
と
議
会
と

の
意
見
交
換
会
開
催
申
込
書
」
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
議
会

事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
の
申
込
み

も
可
能
で
す
。

※ 

申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
議

　

会
事
務
局
に
ご
連
絡
い
た
だ
け

　

れ
ば
郵
送
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

お
送
り
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

議
会
事
務
局

　

 　
　

☎
62︲

８
１
２
４

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61︲

２
３
１
０

　

 gikai@town.m
iharu.fukushim

a.jp

町
営
下
舞
木
墓
地
使
用
者
募
集

　

町
営
下
舞
木
墓
地
の
墓
地
区
画

の
返
還
に
伴
い
、
使
用
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼ 

募
集
区
画　
８
区
画

▼ 

区
画
規
模　
１
区
画
５
㎡（
２
・

　

０
ｍ
×
２
・
５
ｍ
）

▼ 

使
用
料　
１
区
画
34
万
円

※ 

そ
の
ほ
か
管
理
料
（
年
額
２
千

　

円
）
が
か
か
り
ま
す
。
下
舞
木

　

墓
地
管
理
組
合
の
請
求
に
よ
り

　

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

募
集
期
間

 　
９
月
10
日
（
火
）
～
20
日
（
金
）

▼ 

申
込
条
件

▽ 

三
春
町
民
で
あ
る
こ
と
。

▽ 

他
の
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い

　

こ
と
。

▽ 

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

▼ 

申
込
方
法

　

印
鑑
お
よ
び
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
等
）
を
持
参
の
う
え
、

窓
口
備
付
の
申
込
用
紙
に
氏
名
、

住
所
、
本
籍
、
希
望
区
画
等
を
記

入
し
、
申
請
者
の
住
民
票
を
添
付

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

遺
骨
を
お
持
ち
の
方
を
優
先
し

　

ま
す
が
、
申
込
者
が
重
複
す
る

　

区
画
に
つ
い
て
は
、
後
日
抽
選

　

を
行
い
使
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

※ 

必
ず
現
地
の
状
況
を
確
認
し
て

　

か
ら
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62︲

２
１
４
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62︲

５
１
５
５

10
月
１
日
〜
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
制
度
始
ま
り
ま
す

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額

が
一
定
基
準
以
下
の
年
金
受
給

者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。
受
取
り
に
は
請

求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の

ご
案
内
が
９
月
上
旬
か
ら
順
次

届
き
ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ（
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

日
本
年
金
機
構

　

 「
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

 

☎
０
５
７
０︲

05︲

４
０
９
２

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
７
月
９
日
〜
８
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
一
般
寄
附
】

▼ 

田
部
井
淳
子
さ
ん
ピ
ア
ノ

▽ 

株
式
会
社
大
川
荘

　

 

代
表
取
締
役 

渡
邉
幸
嗣

【
ふ
る
さ
と
三
春
町
応
援
寄
附
金
】

▽ 

安
食
直
美（
島
根
県
出
雲
市
）

▼ 

寄
附
金

▽ 

松
栄
流
す
み
れ
会

　

 

会
長 

松
栄
徳
寿
深

▼ 

ベ
ン
チ

▽ 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
田
村

　

 

会
長 

幕
田
英
子

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼ 

寄
附

▽ 

寄
付
金

・（
有
）
や
わ
ら
ぎ
乃
湯

   

代
表
取
締
役 

影
山
勝
夫

▽ 

物
品

・
増
子
忠
一
（
山
田
）

・
公
益
財
団
法
人
味
の
素
フ
ァ

  

ン
デ
ー
シ
ョ
ン

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／

田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
部
／
踏
池
流
松
竹
舞

踊
会
三
春
支
部
／
歌
姫
会
／

ザ
・
ほ
っ
ぴ
ぃ
／
石
塚
ハ
ツ
ヨ

（
荒
町
）
／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）

／
大
越
瑛
子
（
弓
町
）
／
國
分

シ
ヅ
子
（
新
町
）
／
齋
藤
キ
ミ

子（
南
町
）／
佐
久
間
善
子（
大

町
）
／
橋
本
光
子
（
御
免
町
）

／
吉
田
勝
子
（
御
免
町
）

広告欄
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消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

（
局
番
な
し
）
は
、
お
近
く
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
を
ご
案
内
す
る
こ
と
に
よ

り
、
消
費
生
活
相
談
の
最
初
の
一

歩
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　
「
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被
害
に

あ
っ
た
」「
あ
る
製
品
を
使
っ
て
け

が
を
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の

電
話
番
号
で
つ
な
が
る
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８
８
（
い
や

や
！
）」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専

門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

支
援
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
研
修
会

　

福
島
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の

現
状
や
影
響
、
対
策
等
に
つ
い
て

学
習
し
た
上
で
、
地
域
の
人
た
ち

と
と
も
に
理
解
を
深
め
る
活
動
を

積
極
的
に
行
う
「
う
つ
く
し
ま
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」
を

養
成
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

対
象

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関
心

が
あ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
の
委
嘱
を
受
け
た
い
方

消費者庁 消費者ホットライン 188
イメージキャラクター「イヤヤン」

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

　

多
重
債
務
問
題
や
契
約
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
様
々
な
消
費
生
活
相
談
に

対
応
す
る
た
め
、
法
律
の
専
門
家

に
よ
る
相
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼ 

相
談
日
時

　

 

９
月
10
日
（
火
）

　

 

午
後
１
時
～
５
時

　

 （
弁
護
士
・
一
人
あ
た
り
30
分
）

▼ 

会
場

　
 

郡
山
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

　
 

２
階
第
４
会
議
室

▼ 
相
談
方
法

 　
来
所
か
電
話
相
談

※ 

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
事

　

前
予
約
が
必
要

▼ 

予
約
先
・
問

　

 

県
中
地
方
振
興
局

　

 

☎
０
２
４︲

９
３
５︲
１
２
９
５

▼ 

日
時

 　
10
月
18
日
（
金
）

 　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

 （
午
後
１
時
開
場
）

▼ 

場
所

 　
郡
山
市
中
央
公
民
館

　

 

第
４
講
義
室

▼ 

研
修
概
要

▽ 

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
対
策
、
そ

　

し
て
推
進
員
の
活
動
に
つ
い
て

▽ 

地
域
に
お
け
る
気
候
変
動
対
策

　

な
ど

▼ 

申
込
締
切　
10
月
11
日
（
金
）

▼ 

受
講
料　
無
料

▼ 

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

▼ 

申
込
・
問

　

福
島
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
う
つ
く
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）

　
　
　

☎
０
２
４︲

９
５
３︲

６
０
９
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４︲

９
５
３︲

６
０
９
３

　
　

uketsuke@
fukushim

a-
　
　

ondankaboushi.org
※ 
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
便
、
メ
ー
ル
に
て

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
オ
ー
ク

２
０
１
９
三
春
大
会

　
「
環
境
保
全
」
と
「
自
然
と
の

共
生
」「
水
環
境
」
に
対
す
る
関

心
を
高
め
、
美
し
い
郷
土
づ
く
り

と
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼ 

日
時　
９
月
21
日
（
土
）

▽ 

受
付　

午
前
８
時
30
分

▽ 

開
会
式　

午
前
９
時
10
分

▽ 

ス
タ
ー
ト　

午
前
９
時
40
分

　
　
　
　
　
　

 

※
時
差
ス
タ
ー
ト

▼ 

受
付
・
開
会
式
・
ス
タ
ー
ト

　

 

滝
の
平
野
外
劇
場

　

 （
滝
桜
大
駐
車
場
）

▼ 

ゴ
ー
ル

 　

三
春
の
里
田
園
生
活
館

▼ 

コ
ー
ス

　

14
㎞
、
11
㎞
、
７
㎞
、
４
㎞
（
三

春
町
中
散
策
コ
ー
ス
）、
３
㎞
（
三

春
ダ
ム
堤
体
内
見
学
コ
ー
ス
）

▼ 

参
加
料

　

民
友
ゆ
う
ゆ
う
倶
楽
部
会
員

７
０
０
円
、
一
般
８
０
０
円
、
中

学
生
以
下
４
０
０
円

※ 

当
日
申
込
は
各
２
０
０
円
増
し

※ 

未
就
学
児
無
料

▼ 

定
員　
先
着
２
、０
０
０
名（
定

　

員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼ 

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
参

　

加
者
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

　

話
番
号
、
参
加
コ
ー
ス
を
明
記

　

し
郵
送
、
ま
た
は
福
島
民
友
新

　

聞
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

〒
９
６
０︲

８
６
４
８

 　
（
住
所
不
要
）

　
 

福
島
民
友
新
聞
社
事
業
局

 　

み
ず
ウ
オ
ー
ク
三
春
大
会
係

　

 
☎
０
２
４︲

５
２
３︲

１
３
３
４

広告欄
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ブ
リ
キ
健
康
教
室

▼ 

開
催
日

　

９
月
３
日
（
火
）・
13
日
（
金
）・

17
日
（
火
）・
27
日
（
金
）

☆ 

９
月
１
日
（
日
）
は
「
み
は
る

　

駅
前
健
康
祭
り
」

　

み
ん
な
で
楽
し
く
、
お
い
し
く
、

　

健
康
に
！

▼ 

場
所

　

 

カ
フ
ェ
ー
ブ
リ
キ
イ
ヌ

▼ 

内
容

　

病
気
の
予
防
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
、

脳
イ
キ
イ
キ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
椅

子
に
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
運
動
な

ど▼ 

参
加
費

　

 

５
０
０
円
（
飲
み
物
付
）

▼ 

申
込
・
問

 　
カ
フ
ェ
ー
ブ
リ
キ
イ
ヌ

　

 

☎
61︲

６
７
５
７

三
春
町
婦
人
会
フ
ァ
イ
ナ
ル

バ
ザ
ー

　

い
つ
も
婦
人
会
バ
ザ
ー
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
掘
り
出
し
物
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
手
に
取
っ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

残
念
な
が
ら
バ
ザ
ー
開
催
は
今

年
で
最
後
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時

　

 

９
月
27
日
（
金
）

　

 

午
前
10
時
～
正
午

▼ 

場
所

　

 

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

 

小
ホ
ー
ル

▼ 

主
催

 　
三
春
町
婦
人
会

▼ 

問

　

 

三
春
町
婦
人
会

　

 

会
長 

佐
藤
久
美

　

 

☎
62︲

３
５
６
６

令
和
元
年
度
こ
お
り
や
ま
障

が
い
者
就
職
面
接
会

　

仕
事
を
お
探
し
の
障
が
い
者
の

皆
さ
ん
と
、
企
業
の
採
用
担
当
者

が
一
堂
に
会
し
、
お
互
い
に
理
解

を
深
め
な
が
ら
面
接
で
き
る
機
会

で
す
。

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
障
が
い
者

の
皆
さ
ん
、
就
職
面
接
会
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

　

法
務
省
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
10
月
６
日
（
日
）
に
全
国
全

て
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
で
統

一
的
に
相
談
所
を
開
設
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
地
方
法
務
局
に
お
い
て

は
、
次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
設

し
て
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
日

常
生
活
で
の
様
々
な
心
配
ご
と
、

　

就
職
面
接
会
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
求
職
登
録
、
参
加
申
込
み
が

必
要
で
す
。

▼ 

日
時

 　
10
月
２
日
（
水
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼ 

会
場

　

 

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

 

多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
Ａ

　
 （

郡
山
市
南
２︲

52
）

▼ 
対
象

　

障
が
い
者
、
障
が
い
者
採
用
を

検
討
し
て
い
る
企
業

▼ 

参
加
企
業

 　
約
40
社

▼ 

主
催

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
、
福
島
労

働
局

▼ 

共
催

　

郡
山
市
、
田
村
市
、
三
春
町
、

小
野
町

▼ 

申
込
・
問

　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　

 （
郡
山
市
方
八
町
２︲

１︲

26
）

　

 　
　

☎
０
２
４︲

９
４
２︲

８
６
０
９

　

 　
　
　
　
　
（
部
門
コ
ー
ド
44
＃
）

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４︲

９
４
１︲

２
３
６
３

困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
相
談
は
予
約
制
）

▼ 

日
時

 　
10
月
６
日
（
日
）

 　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼ 

場
所

 　
福
島
地
方
法
務
局

▼ 

内
容

　

不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
、

土
地
の
境
界
問
題
（
筆
界
特
定
含

む
）、
遺
産
相
続
、
地
代
・
家
賃

等
の
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
の
問
題
、

夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題
、
成
年
後

見
、
公
証
に
関
す
る
こ
と
、
お
年

寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ
め
・

体
罰
問
題
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
障
害
者
の
差
別
問

題
、
風
評
被
害
に
よ
る
人
権
問
題

な
ど

※ 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

　

れ
ま
す
。

▼ 

相
談
員

　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権

擁
護
委
員

▼ 

予
約
・
問

　

 

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

 

☎
０
２
４︲

５
３
４︲

１
９
４
１

広告欄
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み
ん
な
の
掲
示
板

就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上

の
方
の
無
料
就
職
支
援

◎ 

清
掃
業
務 

職
場
体
験
・
見
学

▼ 

日
程

① 

10
月
23
日
（
水
）・
24
日
（
木
）

② 

10
月
30
日
（
水
）・
31
日
（
木
）

※ 

右
記
日
程
よ
り
１
日
お
選
び
い

　

た
だ
け
ま
す
。

▼ 

定
員

 　
１
回
５
名

▼ 

会
場

 　

郡
山
市
内
施
設

▼ 

内
容

　

正
し
い
清
掃
方
法
の
体
験
・
見
学

▼ 

募
集
期
間

① 

９
月
２
日（
月
）～
10
月
10
日（
木
）

② 

９
月
２
日（
月
）～
10
月
21
日（
月
）

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼ 

問

　

公
益
社
団
法
人
福
島
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

☎
０
２
４︲

５
２
１︲

６
０
８
１

公
益
財
団
法
人
星
総
合
病
院

職
員
募
集

▼ 

募
集
職
種

▽ 

正
看
護
師

▽ 

看
護
助
手

▽ 

介
護
職
（
介
護
福
祉
士
・
生
活

　

支
援
員
）

▽ 

保
育
士

▼ 

採
用
人
員

　

 

各
３
名
程
度

▼ 

主
な
就
業
場
所

 　
三
春
病
院
、
敬
老
園
、
第
１
保

育
所
、
第
２
保
育
所
ほ
か

▼ 

採
用
予
定
日

 　
令
和
元
年
10
月
１
日
（
火
）

※ 

就
業
開
始
日
の
相
談
可

▼ 

応
募
資
格

▽ 

正
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・
保

　

育
士
に
つ
い
て
は
資
格
を
お
持

　

ち
の
方
ま
た
は
資
格
取
得
見
込

　

み
の
方
（
看
護
助
手
・
生
活
支

　

援
員
に
つ
い
て
は
資
格
不
要
。

　

経
験
が
あ
れ
ば
尚
可
）

▽ 

正
規
職
員
を
希
望
の
方
は
法
人

　

内
の
各
事
業
所
へ
通
勤
可
能
な

　

方
▼ 

試
験
日
・
選
考
方
法

　

試
験
に
つ
い
て
は
随
時
開
催
し

ま
す
。

▽ 

正
規
職
員

　

筆
記
試
験
（
一
般
常
識
・
小
論

文
）・
面
接
試
験

▽ 

臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

　

面
接
試
験
の
み

▼ 

応
募
方
法

　

履
歴
書
（
指
定
様
式
な
し
）
お

よ
び
各
資
格
証
明
書
の
写
し
を
星

総
合
病
院
総
務
人
事
部
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

星
総
合
病
院 

総
務
人
事
部

　
 

☎
０
２
４︲

９
８
３︲

５
５
１
１

田
村
市
役
所
で
登
記
事
項
証

明
書
な
ど
の
交
付
が
受
け
ら

れ
ま
す

　

田
村
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
福
島
地
方
法
務
局
田
村
証
明

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

登
記
事
項
証
明
書
な
ど
の
交
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼ 

設
置
場
所

　
 

田
村
市
役
所
１
階
「
福
島
地
方

法
務
局
田
村
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」

▼ 
受
付
時
間

　

 

平
日
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時
30
分

▼ 

取
扱
業
務

▽ 

全
国
の
土
地
・
建
物
お
よ
び
会

　

社
・
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

▽ 

全
国
の
会
社
・
法
人
の
代
表
者

　

事
項
証
明
書

▽ 

会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明
書
（
印

　

鑑
証
明
書
の
請
求
に
は
、
印
鑑
カ

　

ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

　

請
求
す
る
際
に
代
表
者
の
生
年
月

　

日
の
入
力
が
必
要
で
す
。）

※ 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
る

　

不
動
産
お
よ
び
会
社
な
ど
に
限

　

ら
れ
ま
す
。

※ 

要
約
書
お
よ
び
地
図
・
図
面
な

　

ど
の
交
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

　

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

福
島
地
方
法
務
局

　

 

郡
山
支
局 

登
記
部
門

　

 

☎
０
２
４︲

９
６
２︲

４
５
０
５

司
法
書
士
に
よ
る
養
育
費
に

関
す
る
電
話
相
談
会

◎ 「
あ
き
ら
め
な
い
で 

全
国
一
斉

　
養
育
費
相
談
会 

〜
法
律
改
正
に

　
よ
り
、
養
育
費
の
支
払
い
が
強

　
化
さ
れ
ま
す
！
〜
」

　

福
島
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時

　

 

９
月
７
日
（
土
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼ 

専
用
電
話
番
号

　

 

☎
０
１
２
０︲

５
６
７︲

３
０
１

※ 

当
日
の
み
の
専
用
（
臨
時
）
の

　

番
号
で
す
。

※ 

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

▼ 

問

　

 

担
当 

水
戸
篤

　

 

☎
０
２
４
２︲

85︲

８
９
３
５

広告欄
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９月の行事カレンダー

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後７時まで）

◆ 施設の休館日は 20 ページに掲載しています。

日 月 火 水 木 金 土

1615 17 18 19 20 21

7

98 10 11 12 13 14

23 24 25 26 27 28

3029

5 6

たのしいせいさく22

おはなし “あのね ”
22

ハピハピday 22

22のびのびの日
健康づくり
男の料理教室
（10時 30分～・
保健センター）

お誕生会
9月生まれ 22

星を見る会 29

ミニシアター 2222絵本とわらべ唄乳幼児健診
３～４か月児 22

乳幼児健診
９～10か月児 22

乳幼児健診
３歳６か月児 22

23ままカフェみはる

23
公認心理師の
子育て相談日

人権相談 35
心配ごと相談 35

行政相談 35

こころの
健康相談会 35

1 2 3 4

22

三春町民ソフトボール・
家庭バレーボール大会
（7時 45分～・
町営運動場、町民体育館）

体育館で
体をうごかそう 22

心配ごと相談 35

心配ごと相談 35

心配ごと相談 35

資料館くん蒸のため
休館日（～13日）27

出前おはなし会 22

離乳食教室 23

27
図書館の古本配布
（～29日）

うつくしま・
みずウオーク2019
三春大会

理科クラブ 22

三春町民
トレッキング教室
（7時～・
いわき市二ツ箭山）

23
公認心理師の
子育て相談日

22日ようおはなし会

乳幼児健診
１歳６か月児 22

三春就職相談会 23

健康づくり応援
フェア（～13日）25

三春地区敬老会 27沢石地区敬老会 27
要田地区敬老会 27

御木沢地区敬老会 27

岩江地区敬老会 27

中妻地区敬老会 27

中郷地区敬老会 27
あぶくま荘敬老会 27

敬老園敬老会27

ほほえみの里敬老会 27

28桜川河川清掃

星を見る会 29

トンボの観察会29

陶芸教室
（こども向け）29

31

敬老の日

秋分の日

広告欄
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※平成 30 年度青少年健全育成標語入選作品

人口・世帯数　男　性　  8,832 人（+9）
　　　　　　　　 女　性　  8,741 人（-10）
　　　　　　　　 　計　　17,573 人（-1）
　　　　　　　　 世帯数　  6,338 世

帯（+10）
※ 平成 27 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・令和元年 8 月 1 日現在（前月比）

○ 平日夜間は、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎68-2）

9月

1日(日)

　9月 9月
2日(月)

雷クリニック
船引クリニック

三春病院
のざわ内科クリニック
白岩医院
まつえ整形外科
のざわ内科クリニック
島貫整形外科
遠藤医院

中央通クリニックやない
東部台こどもクリニック

かとうの内科クリニック
春山医院
石川医院
青山医院
南東北滝根診療所
西山医院

3日(火)
4日(水)
5日(木)
6日(金)
9日(月)
10日(火)
11日(水)
12日(木)

17日(火)
18日(水)
19日(木)
20日(金)
24日(火)
25日(水)
26日(木)

医療機関名

当番医師 当番医師

薬局名
○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

診療時間 午後 7時～9時 30分　☎81-2233（事前に☎相談ください）

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

清水医院
☎82-3535

8日(日)

白岩医院
☎77-203615日(日)

矢吹医院
☎62-3015

16日(月) 島貫整形外科☎72-2722

夜間・休日のお医者さん

27日(金)

22日(日) 中央通りクリニックやない☎81-2662

ふくだや薬局

コスモ調剤薬局中央通り店

きよはし薬局駅前店

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・ご質問を
　 募集しています。
〒963－3401田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

23日(月) 雷クリニック☎62-6333

29日(日) 東部台こどもクリニック☎81-2580 コスモ調剤薬局東部台店

石塚医院13日(金)
大久保クリニック30日(月)

【行政相談】

９月 10 日（火）午前 10 時〜正午
／三春交流館「まほら」／行政相談委員

【人権相談】

９月 10 日（火）午前 10 時〜午後３時 
／三春交流館「まほら」／人権擁護委員

【心配ごと相談】

９月３・10・17・24 日（各週火曜日）
午前９時〜正午
／三春町福祉会館（南町）
／民生児童委員

【こころの健康相談会】

９月 25 日（水）
午後１時 30 分〜４時
／保健センター相談室／臨床心理士
／要予約

●●●今月の相談●●●

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

◎ あいさつは　心を通わす　魔法の輪（渡辺乙葉・岩江中学校３年）
※平成 30 年度青少年健全育成標語入選作品

納期限　９月   ２日（月）　 町県民税 第２期

　　国民健康保険税 第２期

　　後期高齢者医療保険料 第１期

　　介護保険料 第２期

　　　　９月 30 日（月）　 国民健康保険税 第３期

　後期高齢者医療保険料 第２期

　介護保険料 第３期

◆ 問　住民課 生活環境グループ
　　 　☎ 62-2147　FAX 62-5155

マーク 休 は、町営バスの運休日です。
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町営バス運休カレンダー（９月）

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

29

1 2

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券
をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運
　行しています。
※ 岩江コースは週４日（月・火・木・金）運行
　しています。
※ 通勤コースを除く朝晩コース５路線は週５日
　（月～金）運行しています。

運休日：１・８・15・16・22・23・29 日

広報みはる
令和元年９月号

8 月１日時点で

交通死亡事故ゼロ 2，012 日です。
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